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額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
寺
川
眞
知
夫
は
じ
め
に
『万
葉
集
』
巻
一
雑
歌
の
部
に
配
さ
れ
た
大
海
人
皇
子
と
額
田
王
の
贈
答
歌
、
天
皇
蒲
生
野
に
遊
猟
し
た
ま
ひ
し
時
に
、
額
田
王
の
作
れ
る
歌
あ
か
ね
指
す
紫
野
逝
き
標
野
行
き
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る
(
一
-
二
〇
)
皇
太
子
答
へ
た
ま
ふ
御
歌
[明
日
香
宮
宇
御
め
た
ま
ひ
し
天
皇
、
諡
し
て
天
武
天
皇
と
日
す
]
紫
の
に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ
ら
ば
人
妻
故
に
吾
恋
ひ
め
や
も
(
丁
二
一
)
紀
に
曰
は
く
、
「天
皇
の
七
年
丁
卯
の
夏
五
月
五
日
に
、
蒲
生
野
に
縦
猟
し
た
ま
ふ
。
時
に
大
皇
弟
・
諸
王
・
内
臣
及
び
群
臣
、
皆
悉
く
従
ふ
。
」
と
。
は
、
多
く
の
考
察
が
加
え
ら
れ
て
き
た
歌
で
あ
る
。
今
更
、
憶
測
を
重
ね
る
必
要
も
な
い
と
は
思
う
が
、
額
田
王
の
経
歴
を
想
定
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
贈
答
歌
二
首
を
中
心
に
考
察
し
た
い
。
な
お
本
論
の
概
要
と
な
る
論
は
先
に
発
表
し
た
(拙
稿
「額
田
王
考
」
「
ポ
ト
ナ
ム
」
一
〇
〇
〇
号
記
念
特
集
二
O
O
九
年
九
月
)
の
で
補
う
が
、
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
れ
ら
二
首
の
研
究
史
は
、
服
部
喜
美
子
氏
の
「
蒲
生
野
の
贈
答
歌
」
(
『万
葉
集
を
学
ぶ
』
第
一
集
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
)
お
よ
び
神
野
富
一
氏
の
「
蒲
生
野
贈
答
歌
」
(
『万
葉
集
の
作
家
と
作
品
』
第
一
巻
一
九
九
九
年
五
月
)
に
詳
し
い
の
で
、
全
体
に
言
及
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
二
九
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
(
一
)
額
田
王
を
め
ぐ
る
三
角
関
係
の
説
こ
の
二
首
の
理
解
に
も
か
か
わ
る
が
、
額
田
王
を
め
ぐ
る
申
大
兄
皇
子
と
大
海
人
皇
子
の
三
角
関
係
が
か
つ
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
た
。
現
在
は
こ
れ
を
認
め
る
説
と
否
定
す
る
説
と
に
大
き
く
分
か
れ
る
。
前
者
は
二
首
の
贈
答
が
行
わ
れ
た
天
智
七
年
の
時
点
で
す
で
に
額
田
王
は
天
智
天
皇
に
大
海
人
皇
子
と
の
中
を
割
か
れ
て
妻
に
迎
え
ら
れ
て
い
た
と
し
、
三
者
間
に
三
角
関
係
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
後
者
は
三
者
に
三
角
関
係
が
あ
っ
た
と
す
る
の
は
想
像
で
し
か
な
く
、
不
明
で
あ
る
と
す
る
説
、
も
っ
と
積
極
的
に
大
海
人
皇
子
と
額
田
王
は
夫
婦
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
当
然
、
二
首
の
贈
答
の
理
解
に
も
大
き
く
関
係
し
て
く
る
。
旧
説
の
三
角
関
係
説
の
一
つ
の
根
拠
に
な
っ
た
の
が
、
蒲
生
野
贈
答
歌
と
と
も
に
、
斉
明
天
皇
七
年
の
西
征
の
時
に
中
大
兄
皇
子
が
詠
ん
だ
歌
、
巻
第
一
、
十
三
番
歌
で
あ
っ
た
。
こ
の
歌
は
、
中
大
兄
〈近
江
宮
に
天
の
下
知
ら
し
め
し
し
天
皇
〉
の
三
山
の
歌
、
香
具
山
は
畝
火
を
愛
し
と
耳
梨
と
相
あ
ら
そ
ひ
き
神
代
よ
り
か
く
に
あ
る
ら
し
古
昔
も
然
に
あ
れ
こ
そ
う
つ
せ
み
も
嬬
を
あ
ら
そ
ふ
ら
し
き
(
丁
一
三
)
三
〇
反
歌
香
具
山
と
耳
梨
山
と
あ
ひ
し
時
立
ち
て
見
に
来
し
印
南
国
原
(
一
⊥
四
)
わ
た
つ
み
の
豊
旗
雲
に
入
日
さ
し
今
夜
の
月
夜
ま
清
か
に
こ
そ
(
一
⊥
五
)
で
あ
る
。
長
歌
最
後
の
三
句
を
額
田
王
を
巡
る
自
ら
と
弟
大
海
人
皇
子
の
妻
争
い
を
踏
ま
え
た
表
現
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
歌
は
西
征
の
折
、
播
磨
に
お
け
る
三
山
の
妻
争
の
伝
説
に
触
れ
て
、
そ
れ
を
詠
ん
だ
だ
け
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
説
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
神
野
志
隆
光
氏
の
「
中
大
兄
の
三
山
歌
」
(
『万
葉
の
歌
人
と
作
晶
』
第
一
巻
一
九
九
九
年
五
月
)
に
詳
し
い
。
神
野
志
氏
も
具
体
的
人
事
と
か
か
わ
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
の
は
中
大
兄
の
心
に
三
山
の
妻
争
い
伝
説
と
響
き
合
う
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
た
だ
印
南
野
の
伝
説
を
聞
い
て
詠
ん
だ
歌
と
は
い
え
な
い
。
吉
井
巌
氏
は
こ
の
歌
に
つ
い
て
「神
話
と
人
と
の
関
係
が
崩
れ
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
歌
い
出
さ
れ
た
一
人
の
人
問
の
歎
き
の
歌
」
(吉
井
巌
「
中
大
兄
三
山
歌
」
『万
葉
集
を
学
ぶ
』
第
一
集
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
)
と
の
理
解
を
示
さ
れ
た
。
こ
の
説
は
注
目
さ
れ
る
。
神
話
を
「
現
在
の
秩
序
の
よ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
を
神
々
の
時
代
の
出
来
事
に
か
か
わ
ら
せ
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
」
(
カ
ー
ル
・
ケ
レ
ー
ニ
イ
/
カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
・
ユ
ン
グ
『神
話
学
入
門
』
一
九
七
五
年
五
月
)
と
み
る
と
、
現
在
の
人
間
社
会
に
お
け
る
妻
争
い
は
、
神
代
の
、
始
ま
り
の
時
に
性
格
づ
け
ら
れ
、
如
何
と
も
し
が
た
い
人
間
の
業
と
し
て
み
る
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
申
大
兄
は
現
に
あ
る
人
間
社
会
の
あ
り
よ
う
を
客
観
的
に
叙
す
た
め
で
は
な
く
、
自
ら
の
内
を
見
つ
め
つ
つ
、
神
代
の
妻
争
い
の
伝
説
を
歴
史
時
代
、
さ
ら
に
は
現
代
の
自
ら
に
引
き
寄
せ
て
歌
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
伝
説
を
詠
ん
だ
の
は
心
理
的
葛
藤
も
含
め
、
現
実
に
生
き
る
自
ら
の
心
に
、
三
山
の
妻
争
い
に
強
く
う
た
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
と
み
ら
れ
よ
う
。
か
っ
て
な
さ
れ
た
よ
う
に
中
大
兄
皇
子
が
、
権
力
に
も
の
を
い
わ
せ
て
相
思
相
愛
の
弟
大
海
人
皇
子
と
妻
額
田
王
の
間
を
裂
い
て
、
額
田
王
を
妻
に
迎
え
た
と
い
っ
た
想
像
を
す
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
歌
わ
れ
る
よ
う
な
男
女
関
係
に
か
か
わ
る
感
情
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
注
意
す
べ
き
は
、
コ
ニ
番
歌
の
詠
ま
れ
た
斉
明
天
皇
七
年
の
西
征
で
あ
る
。
西
旅
で
は
、
申
大
兄
皇
子
の
他
、
額
田
王
も
歌
を
残
し
て
い
る
。
熟
田
津
の
歌
で
あ
る
。
当
然
二
人
は
こ
の
西
征
に
加
わ
っ
て
い
た
。
太
田
皇
女
も
一
行
の
中
に
い
て
備
前
の
邑
久
の
港
で
大
伯
皇
女
出
産
し
て
い
る
。
当
然
、
夫
の
大
海
人
皇
子
も
同
道
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
同
じ
船
に
乗
っ
て
、
道
後
温
泉
を
目
指
し
て
い
た
。
狭
い
船
団
の
な
か
に
中
大
兄
、
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
大
海
人
、
額
田
王
の
三
者
が
同
行
し
、
し
か
も
後
に
触
れ
る
よ
う
に
額
田
王
は
既
に
自
ら
大
海
人
皇
子
の
元
を
去
り
、
斉
明
天
皇
五
年
以
後
、
中
大
兄
が
彼
女
に
近
づ
い
て
い
た
と
す
る
と
、
ま
た
大
海
人
が
額
田
王
に
未
練
を
残
し
て
い
た
と
す
る
と
、
三
者
の
あ
い
だ
に
微
妙
な
感
情
の
緊
張
が
生
じ
て
お
り
、
中
大
兄
に
こ
の
歌
を
詠
ま
せ
た
と
想
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
三
山
歌
は
狭
い
船
団
の
申
で
の
一
人
の
女
性
を
め
ぐ
る
二
人
の
男
性
の
微
妙
な
心
理
的
葛
藤
、
あ
る
い
は
感
情
的
ゆ
ら
ぎ
を
、
印
南
野
の
伝
説
に
重
ね
て
掬
い
と
り
、
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
大
兄
が
感
じ
て
い
た
額
田
王
を
め
ぐ
る
大
海
人
と
の
微
妙
な
心
理
的
緊
張
感
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
歌
を
自
ら
の
人
間
関
係
と
は
無
縁
の
人
間
一
般
の
事
象
を
詠
ん
だ
と
は
い
え
な
い
。
具
体
的
人
間
関
係
と
切
り
離
し
た
本
歌
の
理
解
は
一
つ
の
解
釈
で
は
あ
り
え
て
も
、
歌
を
詠
む
行
為
か
ら
は
何
か
間
遠
い
説
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
で
は
こ
の
中
大
兄
皇
子
、
大
海
人
皇
子
、
額
田
王
の
人
間
関
係
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
額
田
王
の
経
歴
を
中
心
に
し
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
=
二
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
(
一
一)
額
田
王
の
歌
と
大
海
人
皇
子
・
天
智
天
皇
の
関
係
天
武
紀
の
后
妃
記
事
に
、
天
皇
、
初
め
鏡
王
の
女
額
田
姫
王
を
娶
し
て
、
十
市
皇
女
を
生
し
ま
せ
り
。
(
天
武
紀
二
年
)
と
あ
る
と
お
り
、
額
田
王
は
大
海
人
皇
子
(天
武
天
皇
)
の
最
初
の
妻
と
し
て
結
婚
し
、
そ
の
第
一
子
十
市
皇
女
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
は
天
武
天
皇
の
子
女
の
中
で
十
市
皇
女
が
最
年
長
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
も
対
応
す
る
。
結
婚
の
時
期
を
明
示
し
た
記
録
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
神
話
に
照
ら
せ
ば
成
人
式
と
結
婚
は
結
び
つ
い
て
い
る
し
、
平
安
時
代
の
元
服
の
あ
り
よ
う
に
照
ら
せ
ば
、
こ
こ
に
「
初
め
」
と
あ
る
の
は
、
額
田
王
が
元
服
の
時
の
添
臥
と
し
て
(梶
川
信
行
『創
ら
れ
た
万
葉
の
歌
人
-
額
田
王
1
』
二
〇
〇
O
年
六
月
)
結
婚
し
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。
元
服
の
年
齢
は
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
期
も
不
明
な
が
ら
、
通
常
十
三
、
四
歳
で
成
人
式
を
迎
え
た
と
み
る
と
、
結
婚
も
ほ
ぼ
こ
の
年
齢
と
み
て
よ
い
。改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
額
田
王
の
年
齢
は
通
常
、
大
海
人
皇
子
と
の
問
に
設
け
た
十
市
皇
女
が
天
智
天
皇
の
皇
子
大
友
皇
子
と
結
婚
し
て
三
二
産
ん
だ
葛
野
王
の
『懐
風
藻
』
所
収
の
伝
に
み
え
る
年
齢
に
基
づ
い
て
推
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
こ
れ
を
試
み
る
。
葛
野
王
伝
の
最
後
に
は
、
皇
太
后
(持
統
太
后
)
、
(葛
野
王
の
)
其
の
一
言
の
国
を
定
め
し
こ
と
を
嘉
み
し
た
ま
ふ
。
特
閲
し
て
正
四
位
を
授
け
、
式
部
卿
に
拝
し
た
ま
ふ
。
時
に
年
三
十
七
。
(
『懐
風
藻
』
)
と
あ
る
。
「
三
十
七
歳
」
に
は
大
ま
か
に
は
二
つ
の
説
が
あ
る
。
①
皇
太
子
を
立
て
る
会
議
で
葛
野
王
が
議
論
の
方
向
を
定
め
た
持
統
一
〇
(六
九
六
)
年
、
②
没
年
、
の
二
説
で
あ
る
。
『懐
風
藻
』
で
は
他
の
伝
も
含
め
、
最
後
に
記
す
年
齢
に
お
い
て
は
没
年
の
数
え
歳
を
記
す
と
み
ら
れ
る
。
『続
日
本
紀
』
の
葛
野
王
卒
伝
は
慶
雲
二
(七
〇
五
)
年
十
二
月
二
十
日
条
に
み
え
る
。
こ
の
年
に
数
え
年
三
十
七
歳
と
み
る
と
、
誕
生
は
天
智
八
年
(六
六
九
)
と
な
る
。
念
の
た
め
に
葛
野
王
の
年
齢
を
会
議
の
行
わ
れ
た
持
統
一
O
年
(六
九
六
)
と
み
て
計
算
す
る
と
、
斉
明
天
皇
六
年
(六
六
〇
)
生
ま
れ
、
同
じ
く
『懐
風
藻
』
に
記
す
父
大
友
皇
子
の
薨
時
の
年
齢
は
二
十
五
歳
、
壬
申
の
乱
の
年
(六
七
二
)
で
あ
る
か
ら
、
誕
生
は
大
化
四
年
(六
四
八
)
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
葛
野
王
の
生
ま
れ
た
と
き
、
父
は
十
二
歳
の
少
年
に
な
る
。
あ
り
え
ぬ
こ
と
で
は
な
い
が
、
通
説
ど
お
り
、
葛
野
王
伝
の
三
十
七
歳
は
没
年
と
み
る
の
が
よ
い
。
次
の
問
題
は
十
市
皇
女
は
何
歳
で
葛
野
王
を
生
ん
だ
か
、
額
田
王
は
何
歳
で
十
市
皇
女
を
生
ん
だ
か
で
あ
る
。
こ
の
年
齢
設
定
に
よ
っ
て
額
田
王
の
年
齢
計
算
に
も
揺
れ
を
き
た
す
。
坂
本
信
幸
氏
は
奈
良
時
代
の
女
性
の
出
産
年
齢
を
調
査
し
、
藤
原
乙
牟
漏
は
十
五
歳
で
平
城
天
皇
を
出
産
し
た
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
(「紫
の
に
ほ
へ
る
妹
」
萬
葉
七
曜
会
編
『論
集
上
代
文
学
』
第
二
十
七
冊
二
〇
〇
五
年
七
月
)
。
ま
た
服
藤
早
苗
氏
も
平
安
時
代
に
お
け
る
女
性
が
一
五
歳
く
ら
い
か
ら
出
産
し
て
い
る
例
を
挙
げ
ら
れ
る
(「生
命
を
賭
し
た
出
産
」
『
平
安
朝
の
母
と
子
』
一
九
九
一
年
一
月
)
。
し
か
し
、
初
産
の
年
齢
が
一
般
的
に
は
十
八
歳
か
ら
二
十
歳
と
み
、
斉
明
六
(六
六
〇
)
年
に
葛
野
王
を
生
ん
だ
時
の
十
市
皇
女
の
年
齢
も
満
十
八
歳
か
ら
二
十
歳
と
み
る
と
、
十
市
皇
女
の
生
ま
れ
は
大
化
五
年
(六
四
九
)
か
ら
白
雉
二
年
(六
五
一
)
、
ま
た
額
田
王
が
十
市
皇
女
を
生
ん
だ
年
齢
も
同
様
に
満
十
八
歳
か
ら
二
十
歳
と
み
る
と
、
額
田
王
の
生
ま
れ
た
年
は
舒
明
天
皇
の
元
年
(六
二
九
)
か
ら
三
年
(六
三
一
)
に
な
る
。
天
武
天
皇
の
正
確
な
年
齢
も
不
明
で
あ
る
。
額
田
王
が
舒
明
天
皇
の
皇
后
で
あ
る
宝
皇
女
(後
の
皇
極
・
斉
明
天
皇
)
の
近
侍
の
女
官
と
し
て
出
仕
し
、
大
海
人
皇
子
に
見
染
め
ら
れ
て
結
婚
し
た
(伊
藤
博
「遊
宴
の
花
」
『
萬
葉
集
の
歌
人
と
作
品
』
上
第
四
章
「
御
言
持
ち
歌
人
」
昭
和
五
〇
年
四
月
)
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
宝
皇
女
に
気
に
入
ら
れ
て
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
大
海
人
皇
子
の
成
人
の
時
に
添
臥
の
相
手
に
選
ば
れ
、
十
三
・
四
歳
で
結
婚
し
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
舒
明
天
皇
の
崩
御
が
大
海
人
皇
子
の
元
服
と
結
婚
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
か
問
題
な
が
ら
、
そ
れ
は
そ
の
十
三
(六
四
一
)
年
か
ら
皇
極
天
皇
の
二
年
(
六
四
三
)
の
頃
と
み
ら
れ
る
。
額
田
王
は
、
大
化
五
年
(六
四
九
)
か
ら
白
雉
二
年
(六
五
一
)
の
頃
に
十
市
皇
女
を
生
ん
だ
と
推
定
す
る
と
、
天
智
七
年
(六
六
八
)
に
は
通
説
の
如
く
、
満
三
十
七
歳
か
ら
三
十
九
歳
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
女
性
の
出
産
年
齢
は
母
体
の
成
熟
度
と
か
か
わ
り
、
個
人
差
も
あ
る
か
ら
、
年
齢
推
定
は
絶
対
の
も
の
で
な
い
が
、
目
安
に
は
な
る
。
若
く
し
て
結
婚
し
、
出
産
し
た
と
み
れ
ば
、
そ
の
年
齢
は
低
く
な
る
。
次
に
問
題
と
し
た
い
の
は
、
額
田
王
歌
の
作
歌
事
情
で
あ
る
。
額
田
王
の
歌
に
天
皇
の
歌
と
す
る
異
伝
を
も
つ
歌
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
額
田
王
が
天
皇
の
代
作
を
し
た
の
だ
と
の
理
解
が
成
立
し
て
い
る
(伊
藤
博
「
代
作
の
問
題
」
『萬
葉
集
の
歌
人
と
作
品
』
上
第
四
章
「御
言
持
ち
歌
人
」
昭
和
五
〇
年
四
月
)
。
こ
の
異
伝
は
額
田
王
が
代
作
を
す
る
歌
人
で
あ
っ
た
か
ら
と
す
る
と
、
最
初
の
代
作
の
歌
は
巻
一
第
七
番
、
斉
明
天
皇
の
比
良
行
幸
の
際
の
宇
治
で
の
思
い
出
を
詠
ん
だ
次
の
歌
、
秋
の
野
の
み
草
刈
り
葺
き
宿
れ
り
し
(屋
杼
礼
里
之
)
宇
治
の
京
の
仮
廬
し
思
ほ
ゆ
(
一
-
七
)
三
三
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
に
な
る
。
万
葉
集
は
「
明
日
香
川
原
宮
御
宇
天
皇
代
」
す
な
わ
ち
皇
極
天
皇
の
時
代
に
位
置
づ
け
、
「額
田
王
歌
未
詳
」
と
題
す
る
。
し
か
し
、
皇
極
天
皇
の
比
良
へ
の
行
幸
は
紀
に
記
さ
れ
な
い
。
こ
の
歌
の
左
注
に
は
「右
、
山
上
憶
良
大
夫
の
類
聚
歌
林
を
検
ふ
る
に
曰
は
く
、
一
書
に
戊
申
の
年
比
良
の
宮
に
幸
す
と
き
の
大
御
歌
と
い
へ
り
。
」
と
す
る
。
「
戊
申
年
」
は
孝
徳
天
皇
の
大
化
四
(六
四
人
)
年
に
あ
た
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
孝
徳
天
皇
も
し
く
は
皇
極
上
皇
の
比
良
へ
の
行
幸
・
御
幸
の
時
の
歌
に
な
る
が
、
左
注
は
続
い
て
「
但
」
と
し
、
紀
の
記
す
斉
明
天
皇
五
年
の
行
幸
記
事
と
し
て
、
正
月
の
紀
温
湯
、
三
月
の
吉
野
宮
と
と
も
に
三
月
の
近
江
之
平
浦
へ
の
行
幸
を
あ
げ
る
。
大
化
四
年
の
行
幸
記
録
が
紀
に
は
な
い
よ
う
に
、
紀
に
記
さ
れ
な
い
行
幸
も
あ
り
え
る
か
ら
、
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
大
化
四
年
の
行
幸
が
秋
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
『万
葉
集
』
の
位
置
づ
け
と
詠
作
の
季
節
は
異
な
る
。
歌
の
「
宿
れ
り
し
」
の
回
想
表
現
に
対
応
さ
せ
る
と
、
斉
明
天
皇
の
歌
に
せ
よ
、
額
田
王
の
歌
に
せ
よ
、
斉
明
天
皇
五
年
三
月
に
大
化
四
年
秋
の
御
幸
の
時
の
こ
と
を
回
想
し
て
詠
ん
だ
歌
と
み
う
る
(吉
井
巌
「
額
田
王
覚
書
」
「
萬
葉
」
第
五
十
三
号
昭
和
三
九
年
一
〇
月
、
橋
本
達
雄
「初
期
万
葉
と
額
田
王
」
『万
葉
宮
廷
歌
人
の
研
究
』
昭
和
五
O
年
二
月
)
。
も
と
よ
り
、
額
田
王
の
場
合
は
い
ず
れ
の
御
幸
・
行
幸
に
も
従
駕
し
た
と
み
て
の
こ
と
で
あ
る
。
三
四
さ
て
、
先
の
想
定
で
は
、
額
田
王
は
大
化
四
年
に
は
大
海
人
皇
子
と
夫
婦
関
係
に
あ
っ
て
、
大
化
五
年
か
ら
白
雉
二
年
の
問
に
十
市
皇
女
を
生
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
後
に
触
れ
る
が
斉
明
天
皇
三
年
に
は
離
婚
し
た
と
す
る
と
、
額
田
王
は
大
海
人
皇
子
と
同
伴
し
た
旅
を
思
い
返
し
て
詠
ん
だ
歌
と
い
え
る
。
「
類
聚
歌
林
」
が
「大
御
歌
」
と
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
代
作
歌
説
に
従
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
作
者
の
異
伝
に
は
歌
の
共
有
説
も
あ
る
。
万
葉
集
に
歌
の
共
有
は
見
ら
れ
る
と
し
て
も
、
如
何
な
る
歌
が
共
有
さ
れ
る
か
は
問
題
で
、
天
皇
の
ば
あ
い
側
近
に
歌
を
詠
ま
せ
る
こ
と
は
あ
り
え
て
も
、
側
近
が
天
皇
の
歌
を
共
有
し
て
自
ら
の
歌
と
す
る
こ
と
は
想
定
し
え
な
い
し
、
天
皇
に
し
て
も
臣
下
の
即
境
の
歌
を
如
何
に
共
有
し
得
た
か
問
う
と
、
天
皇
の
作
と
さ
れ
る
歌
の
君
臣
共
有
説
に
は
従
い
得
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
代
作
説
で
あ
る
が
、
代
作
者
は
如
何
な
る
立
場
・
身
分
で
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
伊
藤
氏
は
、
熟
田
津
の
歌
に
つ
い
て
、
「
こ
の
歌
の
作
者
は
、
事
実
額
田
王
だ
っ
た
の
だ
が
、
王
が
斉
明
天
皇
の
御
意
に
融
合
し
、
そ
の
立
場
に
た
っ
て
う
た
っ
た
た
め
に
、
こ
の
異
伝
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
る
。
」
(前
掲
「代
作
の
問
題
」
)
と
さ
れ
た
。
こ
の
説
で
は
額
田
王
の
身
分
に
つ
い
て
は
一
切
考
慮
せ
ず
に
、
代
作
と
み
な
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
代
作
は
前
も
っ
て
天
皇
に
歌
を
提
供
し
た
の
か
、
宴
席
な
ど
の
現
場
に
出
て
即
席
で
天
皇
の
代
わ
り
に
歌
を
詠
ん
だ
の
か
、
如
何
な
る
身
分
や
立
場
で
詠
ん
だ
の
か
に
も
言
及
さ
れ
な
い
。
額
田
王
が
大
海
人
皇
子
の
妃
の
一
人
で
あ
っ
た
と
す
る
と
き
、
天
皇
は
子
の
妃
を
宴
席
な
ど
に
お
け
る
代
作
者
と
し
て
自
由
に
使
い
え
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
検
討
の
必
要
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
伊
藤
博
氏
は
、
額
田
王
は
、
す
で
に
皇
極
朝
(六
四
二
～
四
年
)
に
お
い
て
、
=
二
、
四
歳
で
女
帝
の
側
近
と
な
り
、
そ
の
縁
か
ら
女
帝
の
子
大
海
人
に
見
そ
め
ら
れ
大
化
年
代
に
十
市
皇
女
を
設
け
た
、
一
方
、
歌
人
と
し
て
は
、
一
八
、
九
歳
の
大
化
四
(六
四
人
)
年
、
皇
極
上
皇
の
心
境
に
立
っ
て
の
七
番
歌
に
よ
っ
て
そ
の
才
を
認
め
ら
れ
、
大
海
人
の
妻
の
一
人
で
あ
り
つ
つ
も
、
斉
明
-
天
智
と
つ
づ
く
斉
明
母
子
の
王
朝
に
、
「祭
祀
の
王
」
、
「
遊
宴
の
花
」
と
し
て
仕
え
活
躍
し
た
と
い
う
の
が
、
前
節
(「
代
作
の
問
題
」
)
と
本
節
「
遊
宴
の
花
」
と
の
考
察
か
ら
帰
納
さ
れ
る
王
の
「
実
像
」
で
あ
る
。
(
「遊
宴
の
花
」
前
掲
『萬
葉
集
の
歌
人
と
作
品
』
上
)
と
述
べ
て
こ
う
し
た
こ
と
を
問
題
に
し
て
お
ら
れ
な
い
。
額
田
王
が
宝
皇
女
(舒
明
皇
后
・
皇
極
・
斉
明
天
皇
)
の
女
官
で
あ
っ
た
場
合
は
と
も
あ
れ
、
問
題
は
、
「大
海
人
の
妻
の
一
人
で
あ
り
つ
つ
も
斉
明
-
天
智
と
つ
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
つ
く
斉
明
母
子
の
王
朝
に
、
『祭
祀
の
王
』
、
『遊
宴
の
花
』
と
し
て
仕
え
活
躍
し
た
」
と
さ
れ
る
論
の
核
心
部
分
で
あ
る
。
臣
下
の
妻
に
内
命
婦
を
勤
め
る
者
は
い
た
が
、
皇
子
の
妻
が
母
で
あ
る
宝
皇
女
の
家
の
女
官
、
あ
る
い
は
斉
明
天
皇
の
女
官
、
内
命
婦
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
あ
り
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
斉
明
天
皇
の
場
合
は
女
帝
で
あ
る
か
ら
ま
だ
し
も
、
男
性
天
皇
天
智
の
時
代
に
至
っ
て
も
、
皇
太
子
の
妻
で
あ
り
な
が
ら
、
男
性
天
皇
の
女
官
も
し
く
は
後
宮
職
員
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
想
定
可
能
か
甚
だ
疑
わ
し
い
。
後
宮
と
の
関
わ
り
で
い
え
ば
、
こ
れ
は
か
な
り
強
引
な
想
定
と
い
う
ほ
か
あ
る
ま
い
。
次
に
中
大
兄
と
の
関
係
、
斉
明
朝
以
後
の
額
田
王
の
身
分
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
考
え
て
み
よ
う
。
斉
明
天
皇
五
年
の
比
良
行
幸
の
時
、
額
田
王
は
天
皇
の
代
作
歌
を
お
こ
な
っ
た
。
大
化
四
年
の
皇
極
上
皇
の
御
幸
に
も
、
五
年
の
行
幸
に
も
、
斉
明
七
年
の
西
征
な
ど
の
行
幸
と
同
じ
く
皇
子
達
も
従
駕
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
額
田
王
が
天
皇
の
代
作
を
し
え
た
の
は
、
こ
の
時
ま
で
に
大
海
人
皇
子
の
元
を
去
り
、
再
び
斉
明
天
皇
の
五
位
以
上
の
女
官
、
内
命
婦
の
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
額
田
王
は
、
大
海
人
皇
子
の
妃
と
し
て
で
は
な
く
、
天
皇
に
仕
え
る
女
官
と
し
て
代
作
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
時
十
市
皇
女
は
三
歳
か
ら
五
三
五
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
歳
で
あ
っ
た
が
、
養
育
の
こ
と
は
『養
老
令
』
「
後
宮
職
員
令
」
の
「
親
王
及
子
乳
母
条
」
に
「
親
王
及
子
者
。
皆
給
乳
母
。
親
王
三
人
。
子
二
人
。
所
養
子
年
十
三
以
上
。
雖
乳
母
身
死
。
不
得
更
立
替
。
」
と
あ
る
の
に
準
じ
て
考
え
る
と
、
大
海
人
皇
子
の
子
と
し
て
乳
母
が
与
え
ら
れ
、
十
市
郡
の
豪
族
(十
市
県
主
〈孝
安
紀
〉
、
十
市
部
〈安
閑
天
皇
元
年
閏
十
二
月
是
月
〉
)
の
援
助
も
あ
っ
た
か
ら
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
斉
明
天
皇
の
西
征
の
こ
と
は
三
山
歌
に
関
連
し
て
す
こ
し
み
た
が
、
七
年
正
月
八
日
難
波
津
を
出
航
し
て
、
伊
与
の
道
後
温
泉
(石
湯
)
に
は
一
月
十
四
日
に
着
き
、
二
ヶ
月
余
り
を
経
た
三
月
二
十
五
日
に
娜
大
津
に
着
い
て
い
る
(斉
明
紀
七
年
条
)
の
で
、
石
湯
に
滞
在
し
た
と
み
て
よ
い
。
こ
こ
で
よ
く
知
ら
れ
た
、
熟
田
津
に
船
乗
り
せ
む
と
月
待
て
ば
潮
も
か
な
ひ
ぬ
今
は
こ
ぎ
で
な
(
一
-
八
)
の
歌
を
額
田
王
は
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
も
「類
聚
歌
林
」
に
基
づ
く
天
皇
の
御
製
で
あ
る
と
す
る
記
述
が
左
注
と
し
て
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
も
額
田
王
が
天
皇
に
代
わ
っ
て
詠
ん
だ
代
作
と
さ
れ
る
。
歌
の
詠
ま
れ
た
情
況
に
つ
い
て
は
、
百
済
救
援
軍
の
出
航
を
命
じ
る
歌
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
救
援
軍
が
道
後
に
寄
港
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
し
、
二
ヶ
月
も
逗
留
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
、
一
行
の
出
航
の
時
の
歌
と
み
れ
三
六
ば
、
護
衛
船
団
を
含
む
一
行
に
命
令
す
る
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
の
末
尾
に
据
え
ら
れ
た
願
望
の
終
助
詞
「
な
」
の
表
現
に
本
当
に
全
軍
に
命
令
す
る
よ
う
な
力
強
さ
が
あ
る
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
見
で
は
そ
れ
は
い
さ
さ
か
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
巻
一
の
一
番
の
歌
の
、
訓
に
問
題
が
あ
る
部
分
な
が
ら
、
「
家
聞
か
な
、
名
告
ら
さ
ね
」
と
あ
る
「
な
」
と
同
じ
願
望
の
終
助
詞
で
あ
る
。
こ
の
「
な
」
に
こ
だ
わ
れ
ば
、
二
ヶ
月
も
滞
在
す
る
と
三
月
半
と
な
り
、
海
風
か
ら
も
寒
さ
が
消
え
て
船
遊
び
が
可
能
に
な
り
、
そ
れ
が
実
現
し
て
心
躍
ら
せ
な
が
ら
船
出
す
る
歌
と
理
解
す
る
ほ
う
が
相
応
し
く
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
額
田
王
は
斉
明
天
皇
の
女
官
、
内
命
婦
と
し
て
、
天
皇
に
代
わ
っ
て
代
作
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。
伊
藤
博
氏
は
こ
の
あ
た
り
の
問
題
に
は
配
慮
さ
れ
ず
、
無
頓
着
に
越
え
ら
れ
て
、
「遊
宴
の
花
」
と
い
っ
た
言
葉
で
、
額
田
王
が
大
海
人
皇
子
の
妻
で
あ
り
な
が
ら
、
天
皇
の
宴
に
侍
っ
て
歌
を
詠
み
、
臣
下
の
喝
采
を
得
て
い
た
よ
う
に
説
か
れ
た
が
、
皇
子
の
妻
を
「遊
宴
の
花
」
と
み
る
こ
と
で
き
ま
い
。
ま
た
、
宮
廷
歌
人
と
捉
え
る
立
場
か
ら
は
、
「
こ
れ
(天
智
天
皇
が
春
山
万
花
の
艶
と
秋
山
千
葉
の
彩
を
競
ひ
憐
れ
ば
し
め
た
宴
で
、
春
秋
優
劣
の
歌
〈
一
六
番
歌
〉
を
詠
ん
だ
時
)
を
境
と
し
て
、
王
は
サ
ロ
ン
の
花
形
と
し
て
の
位
置
を
獲
得
し
、
云
々
」
と
説
か
れ
た
(橋
本
達
雄
前
掲
「
初
期
万
葉
と
額
田
王
」
)
。
古
代
日
本
の
宮
廷
に
お
け
る
サ
ロ
ン
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
の
よ
う
に
成
立
し
え
た
と
想
定
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
宮
の
サ
ロ
ン
を
想
定
す
る
説
も
含
め
て
、
古
代
の
宮
廷
あ
る
い
は
、
後
宮
に
お
け
る
サ
ロ
ン
と
は
何
か
の
説
明
が
、
必
ず
し
も
具
体
的
に
な
さ
れ
て
は
い
な
い
。
サ
ロ
ン
が
如
何
な
る
場
所
で
、
如
何
に
成
立
し
得
た
か
、
と
く
に
男
女
の
混
じ
り
合
う
形
で
存
在
し
え
た
の
か
の
説
明
も
必
要
で
あ
る
。
日
本
に
は
宦
官
は
い
な
い
が
、
代
わ
り
に
童
が
使
わ
れ
て
お
り
、
成
人
男
子
が
後
宮
に
出
入
り
で
き
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
後
宮
職
員
に
関
す
る
限
り
、
男
性
は
見
え
な
い
。
こ
れ
は
律
令
制
下
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
で
は
律
令
制
以
前
に
は
男
性
も
後
宮
に
出
入
り
で
き
た
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『日
本
霊
異
記
』
に
は
少
子
部
栖
軽
が
、
大
安
殿
で
天
皇
が
皇
后
と
同
衾
中
と
知
ら
ず
に
入
っ
た
と
い
う
話
(上
巻
第
一
縁
)
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
安
殿
の
名
に
引
か
れ
た
設
定
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
男
性
が
後
宮
に
入
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
大
安
殿
も
ま
た
後
の
大
極
殿
に
相
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
平
安
時
代
で
あ
れ
ば
、
清
涼
殿
へ
の
昇
殿
が
許
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
宮
廷
サ
ロ
ン
は
ど
こ
に
想
定
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
ま
た
、
天
皇
や
皇
子
の
妃
の
一
員
で
あ
り
つ
つ
、
宮
廷
歌
人
と
し
て
男
性
の
前
で
活
躍
し
う
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
説
明
は
な
い
。
仁
徳
紀
四
十
年
是
歳
条
に
は
、
新
嘗
の
月
に
当
た
り
て
、
宴
会
の
日
を
以
て
、
酒
を
内
外
の
命
婦
等
に
賜
ふ
。
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
「内
外
の
命
婦
等
」
は
律
令
制
の
知
識
に
も
と
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
と
『
日
本
古
典
文
学
大
系
日
本
書
紀
』
の
頭
注
(仁
徳
天
皇
四
十
年
是
歳
条
頭
注
二
〇
)
)
は
記
す
が
、
こ
の
宴
会
も
八
田
皇
女
皇
后
の
主
宰
の
女
性
だ
け
の
会
で
あ
っ
た
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
記
述
が
な
さ
れ
た
当
時
に
お
い
て
も
、
皇
后
や
妃
が
天
皇
の
催
す
宴
に
出
る
こ
と
、
臣
下
の
前
で
歌
を
披
露
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
と
い
え
ま
い
か
。
斉
明
天
皇
(皇
極
上
皇
)
と
て
額
田
王
が
大
海
人
皇
子
の
妃
の
一
人
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
身
分
の
者
に
歌
を
作
ら
せ
、
臣
下
の
前
で
芸
人
の
よ
う
な
振
舞
を
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
額
田
王
が
こ
の
時
、
歌
を
詠
み
得
た
の
は
誰
の
妃
で
も
な
く
、
天
皇
に
仕
え
る
女
官
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
る
の
が
穏
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
天
智
天
皇
の
時
代
の
歌
と
さ
れ
る
第
十
六
番
か
ら
第
二
〇
番
ま
で
の
作
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
額
田
王
が
ま
だ
大
海
人
皇
子
の
妃
で
あ
っ
た
と
す
三
七
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
れ
ば
も
ち
ろ
ん
、
天
智
天
皇
の
妃
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
官
僚
た
ち
の
居
並
ぶ
公
的
な
場
や
宴
席
に
出
て
歌
を
詠
む
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
伊
藤
博
氏
の
い
わ
れ
る
「遊
宴
の
花
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
額
田
王
が
公
的
に
は
大
海
人
皇
子
や
天
智
天
皇
の
妃
で
は
な
く
、
公
的
な
場
に
出
う
る
女
官
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
よ
い
。
額
田
王
が
こ
れ
ら
の
歌
を
詠
ん
だ
の
は
、
実
質
は
と
も
か
く
、
後
宮
に
属
す
る
妻
の
一
人
と
い
う
立
場
に
な
く
、
斉
明
天
皇
あ
る
い
は
天
智
天
皇
に
仕
え
る
女
官
、
す
な
わ
ち
内
命
婦
(「
選
叙
令
」
の
「蔭
皇
親
条
」
に
は
「凡
蔭
皇
親
者
。
親
王
子
従
四
位
下
。
諸
王
子
従
五
位
下
。
其
五
世
王
者
。
従
五
位
下
。
」
と
あ
り
、
額
田
王
姫
王
は
大
海
人
皇
子
の
妻
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
五
位
を
認
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。)
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
い
え
る
。
内
命
婦
の
実
際
は
解
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
五
位
以
上
の
身
分
を
も
つ
女
官
、
あ
る
い
は
五
位
以
上
の
高
官
の
妻
を
い
う
と
さ
れ
る
。
内
命
婦
に
つ
い
て
、
神
亀
三
年
に
は
「
制
。
内
命
婦
身
帯
五
位
。
」
(
『続
日
本
紀
』
巻
九
神
亀
三
年
二
月
庚
申
条
)
と
説
い
て
い
る
。
神
亀
三
年
以
前
、
天
武
朝
か
ら
文
武
朝
の
記
録
と
し
て
は
、
「
親
王
以
下
。
小
錦
以
上
大
夫
。
及
皇
女
姫
王
。
内
命
婦
等
。
給
食
封
。
」
(天
武
天
皇
五
年
八
月
丁
酉
条
)
、
「
賜
親
王
。
諸
臣
。
内
親
王
。
女
王
。
内
命
婦
等
位
。
」
(持
統
五
年
正
月
三
八
癸
酉
朔
条
)
、
「
益
封
親
王
已
下
四
位
已
上
及
内
親
王
。
諸
王
嬪
命
婦
等
。
」
(
『続
日
本
紀
』
巻
三
慶
雲
四
年
四
月
壬
午
条
)
等
と
み
え
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
内
親
王
、
女
王
と
命
婦
は
並
置
さ
れ
る
の
で
、
王
で
あ
る
額
田
王
は
内
命
婦
か
ら
外
れ
る
と
も
い
え
る
が
、
王
で
あ
り
な
が
ら
内
命
婦
と
し
て
天
皇
に
近
侍
し
た
姫
王
な
ど
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
王
に
つ
い
て
は
「
継
嗣
令
」
「
皇
兄
弟
皇
子
条
」
に
、
「凡
皇
兄
弟
皇
子
。
皆
為
親
王
。
〈女
帝
子
亦
同
。
〉
以
外
並
為
諸
王
。
自
親
王
五
世
。
雖
得
王
名
。
不
在
皇
親
之
限
。
」
と
規
定
す
る
。
時
代
は
下
る
が
、
「内
命
婦
无
位
大
市
女
王
。
神
社
女
王
並
従
四
位
下
。
正
五
位
下
播
磨
女
王
正
五
位
上
。
従
五
位
上
新
家
女
王
正
五
位
下
。
」
(
『続
日
本
紀
』
巻
十
一
天
平
六
年
正
月
己
夘
条
)
の
よ
う
な
授
位
の
例
も
み
え
る
。
横
道
に
そ
れ
た
よ
う
で
も
あ
る
が
、
額
田
王
も
こ
う
し
た
命
婦
と
し
て
斉
明
天
皇
に
仕
え
た
と
考
え
た
い
。
先
に
、
額
田
王
は
皇
極
天
皇
に
仕
え
て
い
て
、
大
海
人
皇
子
の
元
服
の
添
臥
に
選
ば
れ
て
結
婚
し
、
大
化
五
年
か
ら
白
雉
二
年
ご
ろ
に
十
市
皇
女
を
設
け
た
と
み
た
。
そ
の
立
場
を
確
か
な
も
の
に
し
な
が
ら
、
額
田
王
は
如
何
な
る
理
由
で
大
海
人
皇
子
の
も
と
を
去
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
想
定
で
し
か
な
い
が
、
こ
の
頃
か
ら
大
海
人
皇
子
は
胸
形
君
徳
善
の
女
尼
子
娘
、
天
智
天
皇
皇
女
大
田
皇
女
、
鷓
野
讚
良
皇
女
(斉
明
天
皇
三
年
結
婚
〈持
統
紀
元
年
条
〉
)
を
次
々
に
迎
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
に
堪
え
ら
れ
ず
、
自
ら
去
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
身
分
の
高
い
男
性
が
複
数
の
妻
を
も
つ
こ
と
は
、
当
時
と
し
て
は
異
と
す
る
に
た
り
ず
、
嫉
妬
す
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
女
性
に
と
っ
て
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
も
な
か
っ
た
。
時
代
は
下
る
が
、
平
安
時
代
の
物
語
、
『落
窪
物
語
』
に
は
主
人
公
の
夫
少
将
の
母
は
、
息
子
が
落
窪
の
姫
君
を
二
条
邸
に
迎
え
な
が
ら
、
他
に
女
性
を
迎
え
る
準
備
を
し
て
い
る
と
聞
き
、
い
で
あ
な
に
く
。
人
あ
ま
た
も
た
る
は
、
歎
負
ふ
な
り
。
身
も
苦
し
げ
な
り
。
な
物
し
給
ひ
そ
。
そ
の
す
ゑ
給
つ
ら
ん
に
お
ぼ
し
つ
か
ば
、
さ
て
や
み
給
ひ
ね
。
今
と
ぶ
ら
ひ
聞
え
ん
。
(『落
窪
物
語
』
)
と
い
っ
て
、
息
子
の
迎
え
た
女
性
の
立
場
と
気
持
を
案
じ
る
場
面
が
あ
る
。
社
会
的
に
容
認
さ
れ
た
こ
と
と
は
い
え
、
最
初
に
妻
と
な
っ
た
女
性
に
と
っ
て
、
夫
が
他
に
次
々
と
妻
、
し
か
も
皇
女
を
迎
え
る
こ
と
は
何
時
の
時
代
も
心
の
負
担
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
(拙
稿
「石
之
日
売
の
悲
し
み
」
「古
事
記
年
報
」
第
三
一
号
平
成
一
年
一
月
)
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
額
田
王
が
大
海
人
に
対
す
る
反
発
、
不
信
感
を
懐
く
こ
と
は
あ
り
え
た
。
斉
明
天
皇
に
近
侍
す
る
代
作
者
と
し
て
詠
歌
し
た
斉
明
五
年
三
月
頃
ま
で
に
自
ら
大
海
人
皇
子
の
元
を
去
っ
て
離
婚
し
た
と
想
定
す
る
所
以
で
あ
る
。
皇
子
の
母
で
あ
る
皇
極
上
皇
(斉
明
天
皇
)
は
息
子
の
嫁
で
あ
り
、
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
自
分
が
添
臥
に
選
ん
だ
事
情
も
あ
っ
て
、
皇
子
の
元
を
去
っ
た
額
田
王
を
ふ
た
た
び
女
官
、
内
命
婦
と
し
て
迎
え
、
近
侍
さ
せ
た
と
考
え
た
い
。
も
と
よ
り
、
古
代
の
貴
族
階
級
の
離
婚
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
周
知
の
ご
と
く
、
縣
犬
養
三
千
代
は
最
初
、
栗
隈
王
の
子
美
努
王
に
嫁
し
て
葛
城
王
(諸
兄
)
、
佐
為
王
を
設
け
な
が
ら
離
婚
し
、
後
に
藤
原
不
比
等
と
再
婚
し
て
光
明
子
を
設
け
て
い
る
。
他
方
で
は
元
明
天
皇
の
内
命
婦
と
し
て
出
仕
し
て
お
り
、
天
皇
は
和
銅
元
年
(七
〇
八
)
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
の
大
嘗
祭
の
後
に
行
わ
れ
た
二
十
五
日
の
御
宴
に
お
い
て
、
そ
の
奉
仕
は
「
忠
誠
之
至
」
で
あ
る
と
し
て
、
「
橘
宿
祢
」
の
姓
を
下
賜
し
て
い
る
(
『続
日
本
紀
』
巻
十
二
天
平
八
年
(七
三
六
)
十
一
月
丙
戌
条
、
『続
日
本
紀
』
巻
廿
天
平
宝
字
元
年
(七
五
七
)
正
月
乙
夘
条
)
。
離
婚
と
い
え
ば
、
斉
明
天
皇
も
、
如
何
な
る
事
情
が
あ
っ
た
か
、
斉
明
紀
に
、
天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
は
、
初
に
橘
豊
日
天
皇
の
孫
高
向
王
に
適
し
て
、
漢
皇
子
を
生
れ
ま
せ
り
。
後
に
息
長
足
日
広
額
天
皇
に
適
し
て
、
二
の
男
・
一
の
女
を
生
れ
ま
す
。
(斉
明
紀
)
と
あ
る
よ
う
に
高
向
王
と
別
れ
、
舒
明
天
皇
と
再
婚
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
離
婚
・
再
婚
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
額
田
王
は
離
婚
後
、
内
命
婦
と
し
て
斉
明
天
皇
に
近
侍
し
た
と
す
る
と
、
そ
の
五
年
の
平
浦
へ
の
行
幸
従
駕
、
ま
た
斉
明
七
年
の
西
征
の
と
き
に
、
天
三
九
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
皇
の
代
作
を
行
っ
た
と
想
定
さ
れ
よ
う
。
斉
明
天
皇
が
額
田
王
を
内
命
婦
と
し
て
近
侍
さ
せ
、
重
用
し
た
の
は
、
自
ら
の
離
婚
経
験
に
よ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
歌
を
中
心
と
す
る
才
能
へ
の
評
価
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
大
海
人
皇
子
は
そ
の
時
、
な
お
未
練
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
額
田
王
は
そ
の
も
と
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
の
ち
、
中
大
兄
皇
子
が
近
づ
き
、
三
山
歌
を
詠
む
よ
う
な
心
境
に
至
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
う
し
て
天
智
天
皇
は
斉
明
天
皇
の
崩
御
後
、
や
は
り
内
命
婦
と
し
て
近
侍
さ
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
天
智
天
皇
の
側
に
あ
っ
て
も
、
額
田
王
は
十
六
番
歌
や
十
七
・
八
番
歌
を
、
天
智
天
皇
の
宴
や
儀
式
な
ど
公
の
場
に
出
て
詠
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
斉
明
天
皇
の
崩
御
後
、
天
智
天
皇
に
仕
え
た
額
田
王
は
表
向
き
は
外
部
に
出
う
る
女
官
、
内
命
婦
と
し
て
近
侍
し
、
内
向
き
に
は
天
智
天
皇
と
実
質
的
な
夫
婦
関
係
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
『令
義
解
』
は
「
後
宮
職
員
令
」
に
「
妃
二
員
、
右
四
品
以
上
。
」
、
「夫
人
三
員
、
右
三
位
以
上
。
」
、
「
嬪
四
員
、
右
五
位
以
上
。
」
と
す
る
。
こ
こ
に
内
命
婦
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
『古
典
文
学
大
系
日
本
書
紀
』
天
武
紀
の
補
注
(
二
九
-
一
)
は
、
『続
日
本
紀
』
の
天
武
天
皇
の
后
妃
所
生
の
皇
子
の
記
述
順
に
ふ
れ
て
、
「
続
紀
で
天
武
天
皇
の
第
○
皇
子
と
称
す
る
場
合
は
、
生
母
で
あ
る
后
妃
の
う
ち
、
天
皇
の
妻
と
し
て
の
資
格
を
四
〇
有
す
る
内
命
婦
以
上
の
者
と
そ
れ
以
外
の
者
と
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
云
々
」
と
述
べ
て
、
続
紀
で
は
内
命
婦
も
後
宮
に
あ
っ
て
は
天
皇
の
妻
の
一
人
で
あ
っ
た
と
み
て
い
る
と
す
る
。
し
か
し
、
女
帝
の
内
命
婦
に
は
橘
三
千
代
の
よ
う
な
夫
持
ち
の
女
性
も
お
り
、
そ
の
実
質
の
判
断
に
は
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
夫
持
ち
で
な
い
内
命
婦
の
場
合
に
は
、
今
み
た
よ
う
に
天
皇
の
側
近
の
女
官
で
あ
る
と
と
も
に
、
実
質
的
に
妻
で
あ
っ
た
者
も
含
み
、
額
田
王
は
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
と
み
た
い
。
額
田
王
が
実
質
的
に
天
智
天
皇
と
夫
婦
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
『万
葉
集
』
巻
第
四
(八
)
の
歌
、
額
田
王
、
近
江
の
天
皇
を
思
ほ
し
て
作
り
ま
せ
る
歌
一
首
君
待
つ
と
吾
が
恋
ひ
を
れ
ば
わ
が
屋
戸
の
簾
動
か
し
秋
の
風
吹
く
(
四
-
四
八
人
)
(
八
-
=
ハ
〇
六
)
と
、
次
に
配
さ
れ
た
鏡
皇
女
(鎌
足
正
妻
)
の
歌
、
鏡
王
女
の
作
る
歌
一
首
風
を
だ
に
恋
ふ
る
は
と
も
し
風
を
だ
に
来
む
と
し
待
た
ば
何
か
嘆
か
む
(四
-
四
八
九
)
(八
よ
六
〇
七
)
と
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
。
額
田
王
の
歌
の
題
詞
は
と
も
に
天
智
天
皇
と
関
係
付
け
、
「
額
田
王
、
近
江
の
天
皇
を
思
ほ
し
て
作
り
ま
せ
る
歌
」
な
る
題
詞
を
付
し
て
い
る
。
題
詞
を
尊
重
す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
と
き
額
田
王
は
天
智
天
皇
と
実
質
的
な
夫
婦
関
係
に
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
一
方
の
鏡
王
女
の
歌
は
こ
れ
に
和
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
の
「風
を
だ
に
来
む
と
し
待
た
ば
」
の
表
現
か
ら
す
る
と
、
夫
鎌
足
の
没
(天
智
八
年
十
月
辛
酉
)
後
の
歌
と
解
さ
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
額
田
王
の
歌
の
表
現
は
中
国
六
朝
の
「
閏
怨
詩
」
に
学
ん
だ
も
の
と
さ
れ
る
。
早
く
は
土
井
光
知
氏
が
、
清
風
帷
簾
を
動
か
し
、
晨
月
幽
房
を
照
ら
す
。
佳
人
遐
遠
に
処
り
、
蘭
室
に
容
光
無
し
。
(
『玉
台
新
詠
』
巻
第
二
、
張
華
、
詩
情
其
三
・
『文
選
』
文
選
巻
第
二
十
九
張
茂
先
情
詩
二
首
五
言
)
と
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
(土
井
光
知
『古
代
伝
説
と
文
学
』
一
九
六
〇
年
七
月
)
、
小
島
憲
之
氏
も
、
夜
相
思
ふ
。
風
の
窓
を
吹
き
て
簾
動
く
、
こ
れ
歓
し
き
所
の
来
れ
る
か
。
(
『清
商
曲
辞
』
呉
声
歌
華
山
畿
)
と
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
(小
島
憲
之
『上
代
文
学
と
中
国
文
学
』
中
昭
和
三
九
年
三
月
)
。
中
西
進
氏
も
、
簾
動
け
ば
君
来
る
か
と
憶
ふ
。
雷
す
れ
ば
車
の
度
る
に
似
た
り
。
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
(
『玉
台
新
詠
』
巻
六
費
昶
「
有
所
思
」
)
な
ど
を
あ
げ
ら
れ
る
(「
額
田
王
論
」
『万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究
』
・
『中
西
進
万
葉
論
集
』
第
一
巻
一
九
九
五
年
三
月
)
。
し
た
が
っ
て
、
文
芸
的
な
作
で
あ
っ
て
、
具
体
的
な
人
物
を
待
つ
歌
で
は
な
い
と
み
な
す
説
も
あ
る
。
し
か
し
、
題
詞
は
先
ほ
ど
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
天
智
天
皇
を
思
っ
て
の
作
と
す
る
。
小
島
氏
や
中
西
氏
の
指
摘
さ
れ
た
詩
の
表
現
に
は
特
に
よ
く
似
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
額
田
王
が
こ
れ
ら
の
漢
詩
を
踏
ま
え
て
い
た
と
し
て
も
、
彼
女
が
置
か
れ
た
立
場
を
反
映
し
な
が
ら
か
か
る
表
現
を
生
か
し
て
詠
ん
だ
と
み
て
、
何
ら
不
都
合
は
な
い
。
影
響
を
受
け
た
詩
が
あ
る
こ
と
だ
け
で
、
額
田
王
の
具
体
的
人
間
関
係
に
お
け
る
真
情
を
籠
め
た
歌
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
根
拠
に
は
な
り
え
な
い
。
額
田
王
は
、
天
智
朝
に
は
十
亠ハ
番
歌
や
十
七
・
八
番
歌
の
よ
う
に
天
智
天
皇
の
側
に
い
て
詠
ん
だ
と
み
ら
れ
る
歌
を
残
し
て
い
る
。
大
海
人
皇
子
よ
り
天
智
天
皇
に
近
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
天
武
朝
に
は
額
田
王
は
天
皇
の
側
に
い
て
公
的
な
場
で
歌
を
詠
む
こ
と
も
、
動
向
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
一
切
な
か
っ
た
。
こ
の
後
、
額
田
王
の
歌
が
み
え
る
の
は
持
統
朝
に
入
っ
て
弓
削
皇
子
が
歌
を
贈
っ
た
の
応
え
て
詠
ん
だ
時
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
額
田
王
に
は
、
天
智
天
皇
崩
御
に
か
か
わ
っ
て
詠
ん
だ
挽
歌
が
二
首
み
四
一
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
え
る
。
一
首
は
次
の
歌
で
あ
る
。
天
皇
大
殯
の
時
の
歌
二
首
(内
の
一
首
は
舎
人
吉
年
)
か
か
ら
む
と
懐
ね
て
知
り
せ
ば
大
御
船
泊
て
し
泊
に
標
結
は
ま
し
を
[額
田
王
]
(
二
-
一
五
こ
こ
れ
は
、
琵
琶
湖
の
西
岸
に
造
営
さ
れ
て
い
た
大
津
京
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
に
よ
っ
て
歌
っ
て
い
る
。
天
智
天
皇
の
崩
御
は
十
年
十
二
月
で
あ
る
。
こ
の
後
、
壬
申
の
乱
の
発
端
と
し
て
大
友
皇
子
が
天
智
天
皇
の
墓
の
造
営
の
た
め
に
尾
張
国
司
小
子
部
連
銀
鉤
に
武
器
を
用
意
し
た
人
夫
二
万
人
を
集
め
る
よ
う
に
命
じ
た
こ
と
が
天
武
即
位
前
紀
に
み
え
て
い
る
。
天
智
天
皇
の
陵
墓
は
近
江
大
津
の
宮
か
ら
は
逢
坂
山
を
越
え
た
山
科
に
あ
る
。
こ
こ
に
陵
を
作
る
こ
と
を
口
実
に
兵
士
を
集
め
よ
う
と
し
た
と
天
武
即
位
前
紀
は
書
く
の
で
あ
る
。
壬
申
の
乱
ま
で
、
す
な
わ
ち
翌
年
六
月
ま
で
に
、
こ
の
陵
墓
が
完
成
さ
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
後
に
あ
げ
る
一
五
五
番
歌
に
よ
る
と
山
科
の
御
陵
で
埋
葬
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
内
容
か
ら
し
て
壬
申
の
乱
の
後
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
大
津
宮
の
内
裏
は
近
江
神
宮
の
西
南
、
錦
織
の
あ
た
り
と
み
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
遺
体
は
殯
宮
の
後
、
逢
坂
峠
を
越
え
て
運
ば
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
大
御
船
は
天
皇
の
お
召
し
の
船
を
い
う
表
現
四
二
で
あ
る
が
、
御
船
代
の
イ
メ
ー
ジ
、
魂
の
乗
り
物
と
し
て
の
船
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
も
重
ね
な
が
ら
、
船
が
出
て
い
か
な
い
よ
う
に
留
め
て
お
い
た
の
に
と
、
標
を
結
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
る
思
い
を
表
現
し
、
天
皇
の
崩
御
を
嘆
く
。
心
を
後
に
残
し
な
が
ら
亡
く
な
っ
た
天
皇
の
思
い
を
和
め
る
表
現
を
試
み
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
公
的
な
場
で
人
々
の
心
を
代
表
し
つ
つ
歌
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
と
き
大
友
皇
子
と
こ
れ
を
支
え
る
近
江
の
宮
廷
の
人
々
の
心
に
あ
っ
た
の
は
、
吉
野
に
あ
る
大
海
人
皇
子
が
如
何
に
動
く
か
、
そ
の
動
向
へ
の
不
安
で
あ
ろ
う
。
額
田
王
が
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
、近
江
大
津
・
山
科
に
あ
っ
て
天
智
天
皇
の
喪
に
服
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
そ
の
心
に
分
け
入
れ
ば
、
大
海
人
皇
子
と
の
問
に
設
け
た
実
の
娘
、
十
市
皇
女
が
大
友
皇
子
の
妻
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
運
命
と
の
か
か
わ
り
で
、
大
海
人
皇
子
の
動
き
に
不
安
を
も
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
額
田
王
の
思
い
は
、
現
状
で
の
安
定
を
願
う
近
江
方
の
人
々
の
思
い
と
共
通
し
、
娘
を
思
え
ば
、
そ
の
願
い
は
さ
ら
に
深
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
十
市
皇
女
、
葛
野
王
た
ち
の
安
全
、
あ
る
い
は
大
友
皇
子
の
体
制
の
安
定
を
願
え
ば
、
天
智
天
皇
の
長
命
こ
そ
が
願
わ
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
は
額
田
王
の
天
皇
の
崩
御
を
悼
む
思
い
と
と
も
に
、
自
ら
の
娘
の
運
命
と
も
か
か
わ
ら
せ
て
心
痛
め
る
、
母
あ
る
い
は
祖
母
の
不
安
な
思
い
を
込
め
て
い
よ
う
。
「
か
か
ら
む
と
」
は
天
皇
の
崩
御
に
よ
っ
て
、
大
海
人
皇
子
を
め
ぐ
る
新
た
な
動
き
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
自
ら
の
力
で
は
予
測
も
、
押
し
止
め
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、
時
代
の
転
換
を
も
含
む
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
の
出
現
へ
の
不
安
も
秘
め
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
挽
歌
は
後
宮
の
婦
人
達
の
挽
歌
と
は
異
な
り
、
女
官
舎
人
吉
年
(四
-
四
九
二
・
四
九
三
参
照
)
の
歌
と
と
も
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
表
面
的
、
あ
る
い
は
第
一
義
的
に
は
天
皇
の
側
近
と
し
て
の
、
公
的
な
歌
と
し
て
詠
ま
れ
、
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
額
田
王
は
後
宮
に
あ
る
天
皇
の
妻
の
一
人
と
し
て
私
的
な
挽
歌
を
詠
ん
だ
の
で
は
な
く
、
公
に
開
か
れ
た
部
分
に
い
る
女
官
と
し
て
歌
を
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
に
、
天
智
天
皇
と
額
田
王
の
位
置
関
係
が
あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
る
。
そ
の
こ
と
は
、
次
の
山
科
の
御
陵
か
ら
退
散
す
る
と
き
の
歌
に
よ
っ
て
も
窺
え
る
。
こ
こ
に
み
る
歌
は
そ
の
題
詞
の
と
お
り
、
埋
葬
が
終
わ
っ
て
、
山
科
の
御
陵
か
ら
引
き
上
げ
る
と
き
の
歌
で
あ
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
御
陵
を
造
る
こ
と
を
口
実
に
し
て
尾
張
国
か
ら
二
万
人
の
兵
士
を
集
め
よ
う
と
し
た
が
、
大
海
人
皇
子
と
の
関
係
が
緊
迫
し
た
時
期
で
も
あ
り
、
大
化
改
新
の
薄
葬
礼
か
ら
し
て
も
、
天
智
天
皇
の
葬
儀
は
殯
宮
に
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
か
け
て
は
い
ま
い
。
そ
の
歌
は
、
山
科
の
御
陵
よ
り
退
り
散
け
し
時
に
額
田
王
の
作
れ
る
歌
一
首
人
隅
知
し
わ
ご
大
王
の
恐
き
や
御
陵
仕
ふ
る
山
科
の
鏡
の
山
に
夜
は
も
夜
の
ご
と
ご
と
昼
は
も
日
の
ご
と
ご
と
哭
の
み
を
泣
つ
つ
あ
り
て
や
百
礒
城
の
大
宮
人
は
去
き
別
れ
な
む
(
二
⊥
五
五
)
で
あ
る
。
大
宮
人
た
ち
が
、
天
皇
の
た
め
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
行
為
と
し
て
、
号
泣
し
て
い
る
が
、
そ
の
儀
礼
の
時
が
す
ぎ
れ
ば
、
や
が
て
は
立
ち
去
っ
て
し
ま
う
、
そ
う
い
う
葬
儀
に
よ
く
あ
る
情
景
を
、
比
較
的
醒
め
た
目
で
と
ら
え
て
歌
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
と
、
葬
儀
に
つ
い
て
の
額
田
王
自
身
の
感
想
を
表
現
し
た
歌
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
大
宮
人
と
と
も
に
あ
る
額
田
王
の
そ
れ
も
含
め
て
の
行
為
と
と
ら
え
る
と
、
ま
さ
に
そ
れ
こ
そ
、
亡
く
な
っ
た
者
と
生
あ
る
者
と
の
別
れ
で
あ
り
、
い
か
に
激
し
く
死
を
嘆
こ
う
と
も
も
は
や
死
者
の
蘇
り
は
な
く
、
残
さ
れ
た
者
は
も
は
や
そ
こ
に
仕
え
続
け
る
こ
と
は
も
と
よ
り
ま
ま
な
ら
ず
、
心
を
残
し
な
が
ら
御
陵
か
ら
日
常
の
内
に
還
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
、
と
い
う
確
認
と
嘆
き
を
歌
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
幽
明
境
を
異
に
し
た
者
の
避
け
が
た
い
あ
り
よ
う
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、
人
生
の
定
理
と
し
て
歌
う
わ
け
で
あ
る
。
四
三
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
し
た
が
っ
て
、
額
田
王
は
大
宮
人
と
異
な
る
立
場
に
身
を
お
い
て
、
大
宮
人
た
ち
の
あ
り
よ
う
と
、
自
分
の
思
い
と
の
ず
れ
を
見
つ
つ
歌
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
如
何
に
嘆
き
、
別
れ
が
た
く
思
っ
て
も
葬
ら
れ
た
者
に
い
つ
ま
で
も
仕
え
得
な
い
官
人
た
ち
の
代
表
と
し
て
歌
っ
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
歌
は
個
人
的
な
述
懐
で
は
な
く
、
題
詞
の
と
お
り
、
埋
葬
を
終
え
て
御
陵
か
ら
引
き
上
げ
る
と
き
の
儀
礼
の
場
で
、
大
宮
人
や
宮
人
の
な
か
に
身
を
置
き
な
が
ら
歌
っ
た
と
み
る
と
、
額
田
王
は
や
は
り
、
そ
の
一
部
と
し
て
の
特
別
の
存
在
た
る
後
宮
の
一
員
、
い
わ
ば
親
族
と
し
て
で
は
な
く
、
埋
葬
の
儀
を
取
り
お
こ
な
っ
た
官
人
の
一
人
と
し
て
、
公
的
な
立
場
で
歌
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
す
く
な
く
と
も
表
面
に
み
え
る
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
す
る
と
、
い
ず
れ
も
後
宮
の
一
員
と
し
て
よ
り
は
、
女
官
と
し
て
の
公
的
な
場
で
の
歌
と
い
え
る
。
天
智
天
皇
と
額
田
王
の
距
離
は
後
宮
の
人
々
よ
り
も
遠
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
天
皇
崩
後
の
時
、
倭
太
后
の
御
作
り
ま
せ
る
歌
一
首
人
は
よ
し
念
ひ
や
む
と
も
玉
縵
影
に
み
え
つ
つ
忘
ら
え
ぬ
か
も
(
二
-
一
四
九
)
と
歌
う
、
倭
姫
皇
后
の
天
皇
に
密
着
し
た
思
い
の
表
現
に
比
べ
る
と
隔
た
り
の
大
き
さ
は
よ
く
わ
か
る
。
四
四
額
田
王
も
個
人
的
な
天
皇
へ
の
思
い
を
表
現
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
お
れ
ば
、
こ
う
し
た
纏
綿
と
し
た
思
い
を
歌
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
力
量
や
歌
が
額
田
王
に
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
歌
が
な
く
て
も
、
額
田
王
と
天
智
天
皇
の
問
が
よ
そ
よ
そ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
か
、
離
れ
て
い
た
と
か
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
こ
の
時
、
額
田
王
に
期
待
さ
れ
て
い
た
の
は
、
個
人
的
な
抒
情
の
歌
で
は
な
く
、
大
宮
人
・
宮
人
な
ど
の
官
人
の
思
い
を
代
弁
す
る
歌
で
あ
っ
た
。
個
人
的
な
歌
が
あ
っ
て
も
、
万
葉
集
に
は
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
に
、
近
江
朝
あ
る
い
は
斉
明
朝
に
お
け
る
女
流
歌
人
額
田
王
の
立
場
と
期
待
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
見
え
よ
う
。
も
し
、
額
田
王
が
「
遊
宴
の
花
」
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
れ
は
こ
う
し
た
身
分
・
立
場
に
よ
っ
て
あ
り
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
額
田
王
は
大
海
人
皇
子
と
別
れ
、
斉
明
天
皇
さ
ら
に
は
天
智
天
皇
に
近
侍
す
る
内
命
婦
と
な
り
、
天
智
天
皇
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
表
向
き
は
公
的
な
場
に
も
で
る
女
官
で
あ
り
な
が
ら
、
実
質
的
な
妻
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
若
い
時
期
に
は
大
海
人
皇
子
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
微
妙
な
感
情
的
な
も
の
が
全
く
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
考
え
る
。
額
田
王
の
立
場
を
こ
の
よ
う
に
み
て
、
次
に
蒲
生
野
に
お
け
る
贈
答
歌
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
(
三
)
一
一〇
・
一
=
番
を
宴
席
の
歌
と
す
る
論
蒲
生
野
贈
答
歌
に
つ
い
て
は
、
『万
葉
百
歌
』
(池
田
弥
三
郎
・
山
本
健
吉
著
、
昭
和
三
八
年
八
月
、
中
公
新
書
)
の
説
が
一
時
代
を
画
し
、
こ
れ
ら
相
聞
の
理
解
に
一
つ
の
大
き
な
転
換
点
を
な
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
宴
説
は
折
口
信
夫
説
(「
額
田
王
」
『折
口
信
夫
全
集
』
第
九
巻
昭
和
四
一
年
七
月
)
を
発
展
さ
せ
た
説
で
あ
っ
た
と
し
て
も
で
あ
る
。
池
田
・
山
本
両
氏
は
、
①
二
首
は
巻
二
の
相
聞
の
部
で
は
な
く
、
巻
一
の
雑
歌
の
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
②
題
詞
に
五
月
五
日
の
蒲
生
野
で
の
薬
狩
の
折
の
歌
と
あ
る
こ
と
の
二
点
に
注
目
し
、
薬
狩
の
夜
に
行
わ
れ
た
宴
で
の
贈
答
の
歌
と
み
て
、
こ
れ
は
深
刻
な
や
り
と
り
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
宴
会
の
乱
酔
に
、
天
武
が
無
骨
な
舞
を
舞
っ
た
。
そ
の
袖
の
ふ
り
か
た
を
恋
愛
の
意
思
表
示
と
み
た
て
て
、
才
女
額
田
王
が
か
ら
か
い
か
け
た
。
ど
う
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
、
こ
の
と
き
す
で
に
四
十
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
額
田
王
に
対
し
て
、
天
武
も
さ
る
も
の
、
「
に
ほ
へ
る
妹
」
な
ど
と
し
っ
ぺ
返
し
を
し
た
の
で
あ
る
。
(池
田
弥
三
郎
)
「
袖
振
る
」
は
古
代
の
魂
ふ
り
の
方
法
で
あ
り
、
ま
た
愛
情
表
出
の
方
法
で
あ
る
。
(中
略
)
「
野
守
は
見
ず
や
」
、
つ
ま
り
人
が
見
て
い
ま
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
す
よ
と
た
し
な
め
て
は
い
る
が
、
見
ら
れ
て
悪
い
わ
け
で
は
な
く
、
宴
席
の
座
興
で
あ
り
、
あ
け
ひ
ろ
げ
た
気
持
ち
で
の
戯
れ
な
の
で
あ
る
。
四
十
女
の
場
慣
れ
し
た
気
持
ち
が
、
そ
ん
な
冗
談
を
言
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
大
海
人
の
和
え
歌
は
、
相
手
の
言
っ
た
「紫
」
と
い
う
言
葉
を
そ
の
ま
ま
取
っ
て
、
「紫
の
匂
へ
る
妹
」
と
言
っ
た
。
当
意
即
妙
で
あ
る
。
四
十
女
の
残
り
の
色
香
を
讃
め
る
ポ
ー
ズ
を
み
せ
た
。
真
情
を
吐
露
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
座
興
で
あ
り
、
仮
構
な
の
で
あ
る
。
(中
略
)
宴
席
の
自
由
な
雰
囲
気
に
ふ
さ
わ
し
く
、
お
お
び
ら
な
愛
情
の
言
葉
を
投
げ
つ
け
合
い
な
が
ら
、
戯
れ
、
演
技
し
て
い
る
。
そ
れ
が
こ
の
座
の
喝
采
を
博
し
た
の
だ
。
(山
本
健
吉
)
と
さ
れ
た
。
以
来
、
こ
の
説
に
対
し
て
旧
説
の
立
場
に
そ
っ
て
こ
れ
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
説
も
な
い
で
は
な
い
(前
掲
「
蒲
生
野
の
贈
答
歌
」
)
が
、
大
筋
で
は
池
田
・
山
本
氏
の
指
摘
に
も
と
づ
き
、
そ
の
言
い
過
ぎ
と
思
わ
れ
る
部
分
を
修
正
し
た
り
、
こ
の
方
向
を
展
開
し
た
り
し
つ
つ
こ
の
歌
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
細
部
は
と
も
あ
れ
、
二
首
が
公
的
な
歌
を
収
め
た
巻
第
一
、
雑
歌
に
収
録
さ
れ
た
理
由
と
し
て
の
、
宴
会
の
歌
説
は
大
方
に
認
め
ら
れ
て
定
説
化
し
、
贈
答
歌
が
秘
め
た
る
恋
の
歌
で
あ
る
と
す
る
理
解
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
問
題
に
な
る
の
は
「
紫
の
匂
へ
る
妹
を
」
が
額
田
王
に
対
四
五
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
す
る
し
っ
ぺ
返
し
の
表
現
た
り
え
る
か
で
あ
る
。
伊
藤
博
氏
は
「歌
の
解
釈
は
本
稿
と
一
様
で
は
な
い
け
れ
ど
も
」
と
し
な
が
ら
も
、
掛
合
唱
和
の
歌
に
は
相
手
側
の
こ
と
ば
を
と
っ
て
し
っ
ぺ
が
え
し
を
す
る
伝
統
が
あ
り
、
そ
の
脈
は
、
万
葉
集
に
お
い
て
も
、
す
で
に
初
期
万
葉
以
来
、
問
答
歌
や
贈
答
歌
に
作
歌
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
さ
れ
て
尾
を
引
い
て
い
る
が
、
当
面
の
歌
も
、
大
海
人
の
「
紫
の
匂
へ
る
妹
」
は
額
田
の
「
赤
根
さ
す
紫
野
行
き
」
に
食
い
つ
き
そ
れ
を
取
っ
て
返
し
た
も
の
で
、
こ
の
か
ら
み
あ
い
も
、
二
首
を
宴
席
で
の
唱
和
と
み
る
の
に
不
都
合
は
な
い
。
掛
合
の
し
っ
ぺ
返
し
と
い
え
ば
、
(中
略
)
天
智
七
年
(六
六
八
)
年
の
こ
の
年
、
額
田
王
の
年
齢
は
三
八
、
九
歳
程
度
だ
っ
た
と
見
る
中
島
説
が
最
も
穏
当
だ
と
思
う
が
、
と
す
れ
ば
初
老
四
〇
歳
に
近
い
女
を
「紫
の
匂
へ
る
妹
」
と
う
た
っ
て
い
る
か
ら
額
田
王
の
こ
の
時
の
年
齢
は
三
〇
歳
程
度
で
押
さ
え
た
い
と
い
う
の
は
、
後
人
の
し
が
な
い
願
望
で
し
か
な
い
。
事
柄
は
「
人
妻
故
に
」
で
も
同
様
で
、
人
妻
(天
智
妻
)
で
も
な
い
の
に
、
本
日
の
素
材
を
道
具
立
て
に
し
て
人
妻
(
天
智
妻
)
で
あ
る
か
の
よ
う
に
唱
え
た
歌
に
対
し
、
本
当
の
夫
で
あ
る
大
海
人
が
、
「
人
妻
故
に
我
れ
恋
ひ
め
や
も
」
と
す
ま
し
て
応
じ
た
と
こ
ろ
に
、
逆
に
満
座
の
笑
い
を
そ
そ
る
し
っ
ぺ
返
し
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
四
六(前
掲
「遊
宴
の
花
」
)
と
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
理
解
は
、
こ
こ
に
も
触
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
額
田
王
を
天
智
天
皇
に
仕
え
る
女
性
と
は
み
ず
、
皇
太
子
大
海
人
は
「王
の
本
当
の
夫
で
あ
っ
た
」
(『萬
葉
集
釋
注
』
第
一
巻
一
九
九
五
年
=
月
)
と
す
る
考
え
、
大
海
人
皇
子
と
額
田
王
は
こ
の
時
も
本
当
の
夫
婦
で
あ
っ
た
と
の
見
解
に
立
つ
。
二
一
番
歌
の
解
釈
に
つ
い
て
は
「
人
妻
故
に
」
の
表
現
に
、
「
人
妻
で
あ
る
あ
な
た
ゆ
え
に
、
の
意
。
人
妻
に
手
を
出
す
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
『ゆ
ゑ
』
は
原
因
・
理
由
を
表
す
。
『に
』
を
添
え
る
時
、
～
な
の
に
と
い
う
逆
説
の
意
を
示
す
こ
と
が
多
い
。
」
と
注
し
た
上
で
、
紫
草
の
よ
う
に
色
あ
で
や
か
な
妹
よ
、
そ
な
た
が
、
好
き
で
な
か
っ
た
な
ら
、
人
妻
と
知
り
な
が
ら
、
私
は
ど
う
し
て
そ
な
た
に
心
惹
か
れ
た
り
し
よ
う
か
。
(
『萬
葉
集
釋
注
』
第
一
巻
一
九
九
五
年
=
月
)
と
口
語
訳
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
氏
は
、
額
田
王
は
天
智
七
年
に
お
い
て
も
大
海
人
の
妻
で
あ
っ
た
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
が
、
一
般
的
傾
向
と
し
て
も
、
か
つ
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
額
田
王
・
大
海
人
皇
子
・
天
智
天
皇
の
問
に
は
三
角
関
係
が
あ
っ
た
と
す
る
説
は
否
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
人
妻
は
禁
忌
の
恋
の
対
象
と
な
り
、
人
妻
だ
か
ら
関
心
が
向
く
と
す
る
説
(大
岡
信
『
日
本
の
古
典
詩
歌
-
万
葉
集
を
読
む
』
二
〇
〇
〇
年
一
月
〈
一
九
八
五
年
四
月
初
出
〉
、
多
田
一
臣
「
額
田
王
論
-
万
葉
論
集
1
」
二
〇
〇
一
年
五
月
)
も
あ
る
。
そ
う
し
た
内
容
を
歌
う
歌
が
万
葉
集
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
の
場
に
天
智
天
皇
も
臨
ん
で
い
た
と
す
る
と
、
天
皇
主
催
の
宴
で
天
皇
の
妻
に
か
か
わ
ら
せ
て
そ
う
し
た
こ
と
を
歌
い
得
た
か
ど
う
か
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
こ
う
し
た
表
現
が
不
敬
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
万
葉
集
に
そ
の
類
の
歌
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
こ
の
歌
の
詠
ま
れ
た
情
況
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
見
解
も
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
蒲
生
野
の
贈
答
歌
を
議
論
す
る
場
合
、
如
何
な
る
立
場
に
立
っ
て
立
論
し
て
い
る
の
か
を
明
確
に
し
て
お
か
な
い
と
議
論
は
混
乱
す
る
こ
と
に
な
る
。
私
見
で
は
、
前
節
に
触
れ
た
よ
う
に
、
額
田
王
は
そ
の
活
動
か
ら
し
て
大
海
人
皇
子
と
結
婚
し
て
十
市
皇
女
を
生
ん
だ
後
、
斉
明
朝
の
五
年
ま
で
に
皇
子
の
元
を
去
り
、
天
智
七
年
に
は
表
向
き
は
天
皇
に
近
侍
す
る
女
官
内
命
婦
と
し
て
、
実
質
的
に
は
天
智
天
皇
の
妻
の
立
場
に
あ
っ
た
と
み
る
。
内
命
婦
と
し
て
の
額
田
王
が
こ
の
歌
を
詠
む
に
あ
た
っ
て
、
天
智
天
皇
の
示
唆
が
有
っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
池
田
氏
の
推
測
さ
れ
た
よ
う
に
、
大
海
人
皇
子
の
舞
の
所
作
を
額
田
王
に
合
図
す
る
も
の
と
見
立
て
て
歌
い
か
け
た
歌
で
あ
っ
た
と
み
る
。
こ
の
歌
い
か
け
は
歌
垣
に
お
け
る
闘
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
歌
の
よ
う
に
、
挑
む
歌
を
贈
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
歌
は
大
海
人
皇
子
が
如
何
な
る
歌
を
返
す
か
試
そ
う
と
す
る
歌
で
あ
っ
た
。
大
海
人
皇
子
は
こ
れ
に
応
じ
、
巧
み
に
切
り
抜
け
た
と
い
え
る
。
こ
こ
で
四
十
女
と
い
い
、
残
り
香
と
い
い
、
そ
う
し
た
女
性
の
年
齢
的
、
肉
体
的
弱
点
を
皇
太
子
と
い
う
最
高
位
に
近
い
地
位
に
な
り
、
高
い
教
養
を
要
求
さ
れ
る
男
性
が
、
し
っ
ぺ
返
し
と
か
、
戲
れ
と
か
い
っ
て
も
、
臣
下
の
前
で
あ
げ
つ
ら
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
巻
第
十
六
に
は
相
手
の
肉
体
的
弱
点
を
捉
え
て
攻
撃
し
た
悪
口
歌
(三
八
四
〇
～
四
六
、
三
八
五
一
・
五
二
)
が
み
え
る
。
し
か
し
、
官
僚
仲
間
の
宴
席
と
は
違
い
、
天
皇
の
宴
の
満
座
の
中
で
天
皇
の
妻
を
笑
い
も
の
に
し
、
心
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
歌
を
返
す
こ
と
は
許
さ
れ
ま
い
。
歌
の
闘
い
と
は
い
え
、
宴
席
で
人
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
表
現
を
す
れ
ば
、
座
を
し
ら
け
さ
せ
、
良
い
歌
を
返
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
場
の
雰
囲
気
を
壊
さ
ず
、
し
か
も
皆
が
感
心
す
る
よ
う
な
歌
を
詠
み
返
す
こ
と
が
こ
の
宴
に
お
い
て
は
求
め
ら
れ
、
そ
れ
を
な
す
こ
と
が
巧
み
な
返
歌
と
み
な
さ
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
観
点
に
立
て
ば
、
池
田
・
山
本
説
の
よ
う
に
「
し
っ
ぺ
返
し
」
な
ど
と
し
て
、
相
手
の
年
齢
、
容
姿
を
手
が
か
り
に
女
性
を
笑
い
も
の
に
す
る
歌
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
坂
本
信
幸
氏
は
、
こ
う
し
た
疑
問
も
あ
っ
て
か
、
佐
々
木
信
綱
の
『評
四
七
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
釈
萬
葉
集
』
(昭
和
二
三
年
一
一
月
)
や
松
田
好
夫
の
「紫
の
恋
」
(
『萬
葉
集
研
究
新
見
と
実
証
』
昭
和
四
八
年
一
月
)
の
説
を
ふ
ま
え
、
二
一
番
歌
の
「
む
ら
さ
き
の
に
ほ
へ
る
妹
」
の
表
記
、
す
な
わ
ち
「
む
ら
さ
き
」
が
「紫
草
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
れ
は
紫
色
を
表
す
表
記
で
は
な
く
、
紫
草
そ
の
も
の
を
表
す
表
記
で
あ
り
、
薬
狩
の
行
わ
れ
る
標
野
一
面
に
咲
き
に
お
う
紫
草
の
白
く
小
さ
な
花
の
、
そ
れ
で
い
て
清
楚
な
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
紫
の
花
の
よ
う
な
額
田
王
と
褒
め
る
表
現
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。
こ
の
説
は
問
く
べ
き
で
、
白
く
小
さ
な
花
の
イ
メ
ー
ジ
は
上
品
な
四
十
祭
近
い
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
紫
草
と
あ
っ
て
も
、
紫
色
を
意
味
し
な
い
と
は
い
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
坂
本
氏
は
、
「
紫
草
の
に
ほ
へ
る
」
の
よ
う
な
「
の
+
に
ほ
ふ
」
の
形
の
表
現
を
と
る
場
合
、
上
に
来
る
の
は
花
な
ど
で
あ
る
例
を
あ
げ
て
脇
を
固
め
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
た
だ
、
紫
草
は
花
を
賞
る
も
の
で
は
な
く
、
根
を
乾
燥
し
て
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
根
は
放
置
し
湿
気
を
帯
び
る
と
赤
紫
色
を
発
色
す
る
。
笠
女
郎
、
大
伴
宿
禰
家
持
に
贈
る
歌
三
首
託
馬
野
に
生
ふ
る
紫
草
衣
に
染
め
い
ま
だ
着
ず
し
て
色
に
出
で
に
け
り
(三
⊥
二
九
五
)
の
「
紫
草
」
を
衣
に
染
め
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
根
で
「
紫
」
に
染
色
す
四
八
る
こ
と
を
い
っ
て
い
よ
う
。
し
た
が
っ
て
「紫
草
」
な
る
表
現
が
紫
色
と
ま
っ
た
く
関
係
な
い
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
『伊
勢
物
語
』
四
十
一
段
「
武
蔵
野
の
心
な
る
べ
し
」
と
い
う
「
心
」
は
、
『古
今
和
歌
集
』
の
、
紫
の
ひ
と
も
と
ゆ
ゑ
に
む
さ
し
野
の
草
は
み
な
が
ら
あ
は
れ
と
そ
み
る
(古
今
和
歌
集
八
六
七
)
と
い
う
歌
の
心
を
意
味
す
る
。
歌
意
は
武
蔵
野
の
紫
草
一
本
、
つ
ま
り
、
武
蔵
野
に
住
む
一
人
の
女
性
の
存
在
に
よ
っ
て
そ
の
一
族
皆
が
皆
慕
わ
し
く
思
わ
れ
る
と
の
意
味
で
あ
る
。
紫
草
に
絞
っ
て
い
う
と
、
田
舎
の
美
女
に
譬
え
ら
れ
る
草
に
な
り
か
ね
な
い
が
、
花
で
は
な
く
紫
を
発
す
る
根
が
重
視
さ
れ
て
い
よ
う
。
二
〇
番
歌
で
も
花
で
は
な
く
、
薬
狩
の
際
に
堀
取
ら
れ
る
薬
草
・
染
料
と
し
て
の
紫
草
が
意
識
さ
れ
て
い
よ
う
し
、
紫
草
の
花
が
匂
う
と
い
う
表
現
が
宮
廷
の
美
女
を
褒
め
る
表
現
と
し
て
十
分
な
も
の
か
ど
う
か
、
見
解
が
分
か
れ
な
く
は
な
い
。
宮
廷
の
女
性
の
あ
で
や
か
さ
を
讚
え
る
歌
の
詠
ま
れ
た
状
況
か
ら
す
る
と
、
掘
り
出
し
た
根
か
ら
出
る
あ
で
や
か
な
赤
紫
色
そ
の
も
の
を
い
う
と
解
し
て
も
問
題
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二
一
番
歌
の
「紫
」
の
表
現
は
二
〇
番
歌
の
表
現
を
引
き
取
り
つ
つ
、
今
行
わ
れ
て
い
る
薬
狩
に
か
か
わ
ら
せ
て
、
額
田
王
の
美
し
さ
を
讃
え
る
た
め
の
表
現
と
し
て
紫
草
を
選
ん
で
い
る
。
問
題
は
や
は
り
四
十
歳
の
女
性
を
褒
め
る
の
に
紫
の
よ
う
に
あ
で
や
か
と
い
う
の
が
適
切
か
不
適
切
か
に
帰
し
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
池
田
氏
は
四
十
歳
の
女
性
を
「紫
の
匂
へ
る
妹
」
と
い
う
の
は
皮
肉
だ
と
解
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
い
う
と
き
、
こ
の
宴
の
性
格
に
つ
い
て
も
み
て
お
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
薬
狩
の
後
の
に
ぎ
や
か
な
無
礼
講
の
よ
う
な
宴
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
神
野
富
一
氏
は
、
井
村
哲
夫
氏
の
「
歌
憐
駱
駅
」
(
『赤
ら
小
舟
万
葉
集
作
歌
作
品
論
』
昭
和
六
一
年
一
〇
月
)
の
論
を
紹
介
し
つ
つ
、
こ
の
宴
で
は
田
侮
が
お
こ
な
わ
れ
、
芸
能
に
関
心
が
あ
っ
て
、
後
に
田
儺
を
整
備
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
大
海
人
皇
子
が
奉
仕
し
た
と
み
、
こ
の
歌
は
田
憐
の
な
さ
れ
た
宴
の
折
の
歌
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
田
僻
を
舞
う
た
め
の
歌
な
の
か
、
田
舞
を
舞
う
大
海
人
皇
子
の
所
作
を
捉
え
た
歌
な
の
か
、
理
解
が
行
き
届
か
な
い
が
、
儀
礼
的
な
場
で
あ
れ
ば
、
額
田
王
と
て
冷
や
か
す
歌
を
歌
い
得
た
の
か
問
題
に
な
る
。
田
侮
の
初
見
は
天
智
十
年
に
、
五
月
の
丁
酉
の
朔
辛
丑
(
五
日
)
に
、
天
皇
、
西
の
小
殿
に
御
す
。
皇
太
子
・
群
臣
、
宴
に
侍
り
。
是
に
、
田
侮
再
び
奏
る
。
(天
智
紀
天
智
天
皇
十
年
)
と
み
え
、
五
月
五
日
な
の
で
、
こ
の
場
合
も
そ
う
し
た
舞
が
な
さ
れ
た
可
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
能
性
は
あ
る
。
田
僻
に
つ
い
て
は
、
壬
戌
に
天
皇
、
大
安
殿
に
御
し
て
、
群
臣
に
宴
し
た
ま
ふ
。
酒
酣
に
し
て
、
五
節
の
田
舞
を
奏
す
。
訖
り
て
更
に
少
年
・
童
女
を
し
て
踏
歌
せ
し
む
。
(
『続
日
本
紀
』
巻
十
四
天
平
十
四
年
正
月
条
)
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
皇
太
子
阿
倍
内
親
王
が
舞
っ
た
五
節
傷
(五
節
田
僻
)
に
つ
い
て
は
、
飛
鳥
淨
見
御
原
宮
に
大
八
洲
知
ら
し
め
し
し
聖
の
天
皇
命
天
下
を
治
め
賜
ひ
平
げ
賜
ひ
て
思
ほ
し
坐
さ
く
、
上
下
を
斉
へ
和
げ
て
動
无
く
静
か
に
有
ら
し
め
む
に
は
礼
と
楽
と
二
つ
並
べ
て
し
平
け
く
長
く
有
る
可
し
と
随
神
も
思
ほ
し
坐
し
て
此
の
舞
を
始
め
賜
ひ
造
り
賜
ひ
き
と
聞
し
食
し
て
云
々
。
(『続
日
本
紀
』
天
平
十
五
年
五
月
五
日
条
橘
諸
兄
上
奏
)
と
諸
兄
が
太
上
天
皇
に
奏
し
て
お
り
、
君
臣
和
楽
の
礼
楽
と
し
て
天
武
天
皇
が
壬
申
の
乱
以
後
に
整
備
し
た
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
芸
能
の
整
備
に
熱
心
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
天
武
天
皇
の
時
代
に
は
田
侮
の
こ
と
が
記
さ
れ
な
い
の
は
、
初
見
の
例
の
み
を
記
す
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
五
節
舞
は
皇
太
子
阿
倍
内
親
王
が
舞
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
ま
い
が
、
少
女
の
舞
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
く
。
「
令
集
解
」
の
雅
楽
寮
条
に
は
弘
仁
十
(人
一
九
)
年
十
二
月
二
十
一
日
の
官
符
を
引
き
、
「雅
楽
諸
師
数
を
定
め
る
事
」
に
は
「
舞
師
四
人
」
と
し
て
「
倭
侮
師
一
人
。
五
節
舞
師
一
人
。
田
四
九
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
僻
師
一
人
。
筑
紫
諸
県
侮
師
一
人
。
」
と
し
、
五
節
侮
と
田
侮
を
分
け
て
い
る
。
五
節
舞
が
少
女
舞
に
な
っ
て
い
く
の
に
こ
だ
わ
れ
ば
、
五
節
田
憐
は
も
と
も
と
早
乙
女
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
少
女
の
僻
と
し
て
始
め
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
大
海
人
皇
子
が
舞
っ
た
舞
は
田
僻
に
限
定
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
田
憐
が
上
下
和
楽
の
礼
楽
と
し
て
の
儀
礼
的
な
舞
と
す
れ
ば
額
田
王
が
大
海
人
皇
子
の
舞
を
冷
や
か
す
よ
う
な
歌
を
歌
い
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
問
題
に
な
ろ
う
。
天
平
十
四
年
に
は
酒
酣
に
な
っ
て
五
節
田
侮
が
舞
わ
れ
て
い
る
が
、
「
酒
酣
」
は
も
と
よ
り
無
礼
講
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
良
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
藤
氏
家
伝
』
は
大
海
人
皇
子
に
つ
い
て
、
七
年
正
月
、
即
天
皇
位
す
。
是
に
天
命
開
別
天
皇
と
為
り
て
、
朝
廷
に
事
無
く
、
遊
覽
す
る
に
是
好
し
。
人
に
菜
色
無
く
、
家
に
余
蓄
有
り
。
民
、
咸
く
太
平
の
代
と
稱
ふ
。
帝
群
臣
を
召
し
て
、
濱
樓
に
置
酒
し
た
ま
ふ
。
酒
酣
に
な
り
て
歓
極
る
。
是
に
、
大
皇
弟
、
長
槍
を
以
て
、
敷
板
を
刺
貫
き
た
ま
ふ
。
帝
驚
き
て
大
き
に
怒
り
、
以
て
執
害
せ
む
と
し
た
ま
ふ
。
大
臣
固
く
諌
む
。
帝
即
ち
止
り
た
ま
ふ
。
(「
大
織
冠
伝
」
)
と
い
い
、
大
津
皇
子
は
、
群
公
倒
に
載
せ
て
帰
る
、
彭
澤
の
宴
誰
か
論
ら
は
む
。
(
『懐
風
藻
』
「春
苑
言
に
宴
す
。
一
首
。
」
)
五
〇
と
詠
む
。
宴
に
は
度
を
過
ご
し
た
酩
酊
も
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
天
皇
臨
席
の
宴
は
秩
序
が
保
た
れ
、
度
を
過
ご
し
た
無
礼
講
の
ご
と
き
情
況
が
出
来
し
た
と
は
考
え
え
ま
い
。
こ
こ
で
、
今
一
度
「紫
の
よ
う
に
あ
で
や
か
な
四
十
歳
の
女
性
の
美
」
の
問
題
に
戻
っ
て
み
る
と
、
四
十
歳
前
の
額
田
王
は
も
は
や
あ
で
や
か
な
美
し
さ
を
失
っ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
坂
本
氏
は
古
代
の
女
性
は
一
、
五
倍
し
た
年
齢
が
相
当
す
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
考
え
て
み
た
い
の
は
当
時
の
食
生
活
で
あ
る
。
当
時
は
ま
だ
仏
教
が
浸
透
し
て
い
ず
、
殺
生
禁
断
の
詔
も
ま
だ
出
さ
れ
て
い
な
い
。
天
武
紀
に
、
庚
寅
に
、
諸
国
に
詔
し
て
曰
は
く
、
「今
よ
り
以
後
、
諸
の
漁
獵
者
を
制
め
て
、
檻
穽
を
造
り
、
機
槍
の
等
き
類
を
施
く
こ
と
莫
。
(
中
略
)
ま
た
牛
・
馬
・
犬
・
獲
・
鷄
の
宍
を
食
ふ
こ
と
莫
。
以
外
は
禁
の
例
に
在
ら
ず
。
若
し
犯
す
こ
と
有
ら
ば
罪
せ
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
(天
武
天
皇
四
年
四
月
)
と
あ
る
の
が
、
早
い
例
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
も
、
野
生
の
鹿
・
猪
な
ど
の
狩
猟
は
取
り
方
に
制
限
は
あ
る
が
、
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
。
現
に
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
の
は
薬
狩
で
あ
っ
た
。
鹿
の
角
袋
を
取
る
た
め
の
猟
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
皮
の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、
肉
も
臭
気
が
あ
っ
た
と
し
て
も
乾
肉
や
塩
漬
け
な
ど
に
し
て
食
用
に
供
さ
れ
た
と
み
ら
れ
よ
う
。
大
量
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
貴
族
の
女
性
た
ち
は
肉
食
を
し
、
蛋
白
も
脂
肪
も
豊
富
に
摂
っ
て
、
現
代
に
近
い
食
生
活
を
し
て
い
た
と
み
う
る
。
当
然
そ
の
肉
体
は
、
現
代
の
同
世
代
の
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
精
神
的
な
問
題
も
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
額
田
王
は
四
十
歳
近
く
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
ま
た
時
代
の
風
と
し
て
実
際
に
は
孫
が
い
た
と
し
て
も
、
肉
体
的
若
さ
を
保
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
「紫
の
匂
へ
る
妹
」
が
皮
肉
に
な
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
額
田
王
は
正
真
正
銘
あ
で
や
か
で
美
し
い
女
性
で
、
こ
れ
を
称
え
た
表
現
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
歌
は
宴
の
席
に
お
け
る
歌
で
あ
り
、
天
智
天
皇
の
内
命
婦
、
実
質
的
に
は
そ
の
妻
の
一
人
と
な
っ
て
い
た
額
田
王
の
美
し
さ
を
讚
え
る
歌
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
褒
め
る
の
は
な
ぜ
か
。
今
の
額
田
王
の
立
場
を
考
慮
す
る
と
き
、
褒
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
本
当
の
恋
心
を
歌
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
宴
席
に
お
け
る
恋
人
同
士
の
相
聞
に
擬
し
て
歌
わ
れ
た
歌
で
あ
っ
た
と
認
め
て
よ
い
が
、
個
人
的
な
冷
や
か
し
や
戯
の
歌
で
は
な
く
、
宴
席
の
雰
囲
気
に
十
分
配
慮
し
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
高
め
る
歌
で
あ
っ
た
と
見
ね
ば
な
る
ま
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
皮
肉
が
歌
わ
れ
る
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
は
ず
が
な
く
、
額
田
王
を
褒
め
、
そ
の
女
性
を
実
質
的
な
妻
と
し
て
い
る
宴
の
主
催
者
天
智
天
皇
を
褒
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
額
田
王
の
歌
は
池
田
氏
の
説
の
と
お
り
、
皇
太
子
大
海
人
の
舞
に
か
か
わ
っ
て
詠
ま
れ
た
と
み
る
と
、
二
首
の
意
味
は
、
大
海
人
皇
子
の
舞
を
目
の
前
に
し
つ
つ
、
昼
間
の
紫
野
の
情
景
を
ふ
ま
え
、
額
田
王
が
、
ア
カ
ネ
色
を
帯
び
た
紫
を
取
る
紫
草
の
野
を
行
き
、
そ
の
標
野
を
行
き
し
て
袖
を
お
振
り
に
な
る
の
を
、
野
守
が
見
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
と
舞
を
自
分
に
対
す
る
合
図
の
よ
う
に
見
立
て
て
、
大
海
人
皇
子
が
如
何
な
る
歌
を
返
す
か
試
す
か
の
よ
う
に
歌
い
掛
け
た
の
に
対
し
、
大
海
人
皇
子
は
相
手
の
歌
の
紫
を
と
っ
て
褒
め
、
合
わ
せ
て
一
度
は
夫
婦
と
な
り
な
が
ら
自
分
は
引
き
留
め
得
な
か
っ
た
美
し
い
女
性
を
側
に
置
く
天
智
天
皇
を
も
褒
め
る
歌
、
紫
草
の
い
だ
す
赤
紫
の
よ
う
に
照
り
映
え
て
い
る
妹
を
に
く
い
と
思
う
な
ら
ば
、
人
妻
で
あ
る
人
の
せ
い
で
恋
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
私
は
こ
こ
ろ
惹
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
と
応
え
た
の
で
あ
る
。
後
者
の
「
人
妻
故
に
」
の
「故
に
」
は
吉
野
政
治
氏
の
説
か
れ
た
よ
う
に
(「
人
妻
ゆ
ゑ
に
1
逆
的
に
訳
さ
れ
る
ユ
ヱ
に
五
一
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
つ
い
て
」
(
「万
葉
」
第
=
二
七
号
一
九
九
〇
・
一
一
『古
代
の
基
礎
的
認
識
語
と
敬
語
の
研
究
』
〈
二
〇
〇
五
年
和
泉
書
院
〉
所
収
)
、
逆
説
の
意
は
な
く
、
原
因
・
理
由
を
表
す
「
故
に
」
と
み
て
よ
く
、
こ
こ
で
は
「
人
妻
の
せ
い
で
」
と
訳
し
て
お
き
た
い
。
宴
の
席
に
お
い
て
歌
の
掛
合
は
あ
り
、
そ
れ
は
歌
の
戦
い
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
ば
あ
い
、
相
手
を
や
り
こ
め
る
こ
と
だ
け
が
、
相
手
を
負
か
す
こ
と
で
は
な
い
。
当
意
即
妙
に
切
り
返
す
こ
と
、
平
然
と
受
け
流
す
こ
と
も
ま
た
、
相
手
に
勝
つ
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
額
田
王
は
相
手
の
反
応
を
見
る
よ
う
な
歌
を
も
歌
い
掛
け
え
る
頭
の
回
転
の
速
い
才
媛
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
そ
う
し
た
歌
を
大
海
人
皇
子
に
振
っ
た
の
で
あ
る
。
答
え
方
に
よ
っ
て
は
、
単
な
る
戯
れ
の
相
聞
で
は
片
付
か
な
い
、
誤
解
を
生
ん
だ
り
、
反
発
や
怒
り
を
招
き
か
ね
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
海
人
皇
子
は
額
田
王
の
心
を
く
す
ぐ
り
な
が
ら
褒
め
て
受
け
流
し
、
そ
の
試
し
を
見
事
に
切
り
抜
け
て
、
皆
を
感
心
さ
せ
る
で
き
ば
え
を
み
せ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
歌
の
戦
い
に
お
い
て
は
勝
っ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
改
め
て
い
え
ば
、
池
田
・
山
本
両
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
宴
席
で
額
田
王
が
、
恋
人
を
装
っ
て
大
海
人
皇
子
に
歌
い
か
け
て
反
応
を
見
た
の
に
対
し
、
大
海
人
皇
子
も
額
田
王
の
挑
戦
に
巧
み
に
応
じ
た
歌
で
あ
り
、
相
聞
五
二
の
な
か
に
置
け
ば
、
真
実
の
恋
愛
感
情
を
直
接
交
わ
し
た
実
質
的
な
相
聞
と
解
釈
さ
れ
な
い
贈
答
と
な
っ
た
。
そ
れ
故
、
表
面
的
に
は
間
違
い
な
く
相
聞
で
あ
り
な
が
ら
、
万
葉
集
で
は
配
慮
し
誤
解
を
生
ま
な
い
よ
う
に
雑
歌
の
部
に
収
め
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
両
歌
は
、
宴
の
場
に
並
ん
だ
人
々
が
納
得
す
る
才
気
の
あ
る
歌
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
お
わ
り
に
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
簡
潔
に
纏
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
額
田
王
は
添
臥
と
し
て
元
服
し
た
大
海
人
皇
子
の
最
初
の
妻
と
な
り
、
十
市
皇
女
を
生
ん
だ
が
、
皇
子
が
次
々
と
妻
を
迎
え
る
中
で
斉
明
天
皇
五
年
以
前
に
大
海
人
の
も
と
を
去
り
、
そ
の
後
七
年
以
前
に
中
大
兄
皇
子
が
額
田
王
に
近
づ
き
、
大
海
人
皇
子
も
な
お
未
練
を
残
し
て
い
た
の
で
、
三
角
関
係
の
よ
う
な
感
情
の
も
つ
れ
が
生
じ
て
、
中
大
兄
皇
子
は
三
山
歌
に
そ
う
し
た
も
の
を
歌
い
込
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
斉
明
天
皇
崩
御
の
後
、
中
大
兄
皇
子
が
実
質
的
に
政
権
を
握
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
も
は
や
そ
う
し
た
感
情
を
表
に
だ
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
よ
り
、
も
は
や
感
情
的
な
も
の
は
解
消
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
事
情
を
考
え
る
と
き
、
額
田
王
と
大
海
人
皇
子
の
歌
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
別
れ
て
十
年
以
上
、
今
は
天
智
天
皇
に
近
侍
す
る
女
官
、
し
か
し
実
質
的
に
は
そ
の
妻
と
し
て
宴
の
席
に
出
て
き
て
は
べ
り
、
昔
の
夫
を
か
ら
か
う
よ
う
な
、
如
何
に
答
え
る
か
試
す
よ
う
な
歌
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
天
智
天
皇
の
弟
を
か
ら
か
う
意
図
も
重
ね
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
宴
席
で
、
突
然
、
今
は
も
う
自
分
と
は
縁
の
な
く
な
っ
た
額
田
王
が
、
昔
の
関
係
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
、
し
か
も
媚
び
る
よ
う
な
戯
れ
の
歌
を
自
分
に
向
け
て
詠
む
、
こ
の
と
き
、
大
海
人
皇
子
は
如
何
な
る
歌
を
よ
め
ば
よ
い
の
か
。
天
皇
の
前
で
は
如
何
に
答
歌
を
歌
う
か
、
微
妙
な
問
題
を
含
ん
で
も
い
る
の
で
、
周
囲
は
緊
張
し
て
見
守
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
大
海
人
皇
子
は
額
田
王
の
美
し
さ
を
い
う
こ
と
で
巧
み
に
切
り
抜
け
た
の
で
あ
る
。
昔
、
妻
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
今
は
兄
の
天
皇
の
実
質
的
な
妻
と
な
っ
て
い
る
女
性
に
向
か
っ
て
、
正
直
に
今
も
お
前
が
好
き
だ
な
ど
と
は
歌
え
ま
い
。
微
妙
な
思
い
が
蘇
っ
た
と
し
て
も
天
皇
の
前
で
も
差
し
支
え
な
い
、
と
い
う
よ
り
天
皇
の
心
を
く
す
ぐ
る
よ
う
な
歌
、
優
越
感
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
歌
を
詠
む
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
大
海
人
皇
子
が
詠
ん
だ
の
は
、
額
田
王
は
今
も
な
お
魅
力
あ
る
存
在
で
あ
り
、
憎
く
は
思
わ
な
い
が
、
今
は
手
の
届
か
な
い
人
妻
と
し
て
自
分
の
こ
こ
ろ
を
乱
し
続
け
る
と
歌
い
、
そ
の
魅
力
あ
る
女
性
を
妻
と
し
て
い
る
兄
天
皇
を
も
立
て
、
そ
う
し
て
そ
の
場
を
盛
り
上
げ
、
満
足
さ
せ
る
歌
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。
人
妻
は
禁
忌
の
恋
の
対
象
と
な
る
と
す
る
説
も
あ
っ
た
が
、
も
し
、
額
田
王
が
天
智
天
皇
の
側
近
で
あ
り
、
実
質
的
な
妻
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
の
女
性
を
悪
く
言
う
こ
と
は
そ
の
ま
ま
天
皇
を
-
も
悪
く
言
う
こ
と
に
な
る
の
と
同
じ
く
、
人
妻
で
あ
る
か
ら
心
曳
か
れ
る
と
直
截
に
歌
え
ば
、
き
わ
ど
い
表
現
に
な
っ
て
額
田
王
を
今
は
自
ら
の
側
に
置
い
て
い
る
天
皇
の
気
分
を
害
す
る
歌
、
宴
の
場
の
雰
囲
気
を
壊
す
歌
に
な
り
か
ね
な
い
と
す
る
と
、
果
た
し
て
そ
う
し
た
歌
が
歌
わ
れ
た
か
疑
問
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
大
海
人
皇
子
は
巧
み
に
額
田
王
を
褒
め
、
額
田
を
妻
と
す
る
天
智
天
皇
を
も
満
足
さ
せ
る
歌
を
詠
ん
だ
と
評
価
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
大
人
の
、
し
か
も
情
況
を
巧
み
に
切
り
抜
け
た
歌
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
う
し
た
贈
答
を
成
り
立
た
せ
た
の
は
才
媛
額
田
王
で
あ
り
、
大
海
人
皇
子
は
巧
み
に
答
え
な
が
ら
も
、
真
実
、
こ
う
し
た
女
性
に
育
っ
て
い
る
の
を
慕
わ
し
く
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。
額
田
王
の
経
歴
と
蒲
生
野
贈
答
歌
五
三
